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20200114 リノベーションまちづくり構想策定委員会第 2回公開会議 顛末 

開催日時：令和２年 1月 14日(火)18時～20時 30分 

開催場所：なはんプラザ 1階 コムズホール 

参加委員：別紙資料のとおり 

一般参加者：36人 

 

議事録 

○司会（菊池） 

本日はお集まりいただきましてありがとうございます。ただいまより令和元年度花巻市リノベーションま

ちづくり構想策定委員会第２回公開会議を始めさせていただきます。開会にあたりまして、簡単ではござい

ますが、事務局伊藤より、今回の策定会議の概要説明をしたいと思います。 

○事務局説明（伊藤） 

はい、みなさんこんばんは。花巻市建設部都市政策課都市再生室の伊藤と申します。今日お忙しいところ

おいでいただきましてありがとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

構想策定会議第２回公開会議を始めたいと思います。 

最初に、今の都市再生室の考えているリノベーションまちづくりと、いうことについて、おさらいも含め

てまた、今日初めてここにおいでになった方も、いらっしゃいますので、繰り返しになる方もいらっしゃる

と思いますが、少しガイダンスをさせていただきたいと思います。 

最近、まちなかが変わってきたと思いませんか？という問いからです。今日初めて、このリノベーション

関係の会議に来た方ってどれくらいいらっしゃいますか？そのまま手を下ろさずに、そのまま。変わってき

たなと思う方はそのまま手を。ありがとうございます。ほとんどの方が、変わってきたなという風に、感じ

ているというところですね。市のほうで進めているものから先にご紹介差し上げますけど。 

ちょっと前、2017年の夏、エセナ跡地の風景です。バリケードも張られて、草は伸び放題。丘の上に擁壁

とまんぷくというがあった風景なんですけども、これを工事行いまして、2018年 9月ぐらい、祭りの後に撮

った写真です。工事をやってみまして、完成した広場がこれです。今年の、7 月に供用開始になりまして、

この日は完成セレモニーの準備の様子です。芝生が引かれて、それで右側にスロープが、出来上がっていま

す。その日の夜にパーティーを行いました。このとき、こどもと大人が、お酒や、飲み会をしながら、飲み

ながら食べながら、「いやー気持ちのいいところができたね」、と。それにつられて子供たちがやってきて、

鬼ごっこをやったりいろんな遊びをし、集まってきて、すごく素敵な風景が生まれました。擁壁のところに

はこういったクライミングウォール、上るわけじゃないけどトラバースできるようなクライミングウォール

ができて、子供たちが遊んでいくという風景がございます。 

夏だけじゃないです。今年の冬、今年度の冬ですね、去年 12月 1日そして 14日に、イベントをやりまし

たけども、新しい使い方っていう形で、社会実験的に大きいクリスマスリース、ライトアップを行いまして、

このときに、キャンドルライトのイベントも行いました。ストーブ、冬、まぁ暖かかったんですけども、ス

トーブを用意して、サンポットさんの石油ストーブを炊きながら、そしてキャンドルの火を灯しながら、年

末が来たね、今年も終わるね、また新しい一年を迎えるね、というようなシーンが生まれまして、その時に

撮られた写真がこれです。広報はなまき 12月 15日号の表紙になりました。知ってる方のお孫さんだった、

ということなんですけど、年長さんなんですけれども、灯を見つめているというような美しい風景ができた

なと思います。 

そして、夏から冬の間にゲリラ的にこんなことも起こってまして、本物の生の写真です。結婚式の前撮り。

いまここで写真撮ってる彼です。プライベートで、結婚式の前撮りを。このシーンとてもね、町全体を背景

にして、早池峰山、北上山地を背景にして写真が撮れるという位置になっていて、このアングルが素敵だな

と思いました。 

これは、広場なんです。これまでの広場とはちょっとだけ違う使い方、の気がする。これはもしや、リノ

ベーション。さぁリノベーションっていうのはすでにあるものを、使い方を変えて、ちょっと難しい言い方

ですけども、いろんな使い方をして、違う役割を果たしたり、もっと新しいことに使えたり、にすることで

す。リノベーションまちづくり、というものがありまして、その特徴も、４項目大きく分けられるわけです
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けども、これは今日の、お渡ししてる会議資料の中に、２ページくらいに書いてございます。後で読んでみ

てください。 

花巻で、すでにリノベーションまちづくりというものは起こっていまして、みなさんも耳に挟んだことは

あると思いますけど、第 1号は、小友 2015年です。会社の社屋だったところが、一階の路面にカフェができ

まして、4 階にコワーキングのシェアオフィスができた。というところですね。その当時、私シェアオフィ

スとはなんぞやというところだったんですけれども、今やイメージができてシェアオフィスってこんな感じ

って、ちゃんと理解できます。あとは、2017年のマルカンビル大食堂の復活ということ、一昨日ね、ここで、

ちょうどここで短編映画上映会が行われました。取材も来ます、視察も来ます、ついに映画化といった形で、

これ上映会でとった写真です。 

ほかにも、ゲストハウス meinn。これは、中島屋旅館跡をリノベーションをしたんですけども、2018 年 8

月に開設しました。もともとホテルのフロントだったところに厨房付きレストランが入っているということ。

そして客室だったところが、エントランスになっていて、そこでパーティとかできるようなスタイルになっ

ています。そしてこちらですね。Lit Workplace。はこざき民藝店のビルだったところです。お土産物屋さん

のところが、クラフトビールの醸造所兼、飲食店兼、朝 7時からコーヒーとパンをだす、本当に素敵な事業

デザイン、デザインもそうだし、内装もイケてる、リットワークっていうのはイケてる作業場といった形で、

2019年の 7月にオープンしております。 

そういったもろもろの変化が実は、集積して一気に起こってきています。2017年に市が開催した、リノベ

ーションスクール、３日間の遊休不動産の活用提案を考えるそういった勉強会、活動から今 12 件起こって

る、都市機能誘導区域、まちなかの赤線のところですけれども、この中に、いろいろな事業が、一気に起こ

ってきたぞという、まちなかはやっぱり変わってきています。 

でも、まちなかだけの問題じゃないです。実は私たち花巻に限らず、どんな地域でも問題はいろいろあり

ます。人口減とか、高齢化とか、社会資本の老朽化とか、災害の話だとか。でも、こういうものは、見直す

チャンスがやってきたのかなと私は思っています。今まで、誰かが考えた通りに物事が運んでいくんじゃな

いか、ふっと自分で考える時間を作らないできたんですけれども、今ある問題、いろんなことが起こって、

激変しているといったなかで、これは中身を考えて、質を考えて、新しいことをする時代がやってきたと思

います。 

ざっとアイデアを書きましたけれども、人口減とか市場規模の縮退とか言ってますけど、数より、質を変

えるチャンスだよねと、高齢化が問題だと言ってますけど、そうじゃなくて、豊かに年を重ねていく、そう

いった生き方を考えていく、機会だよね。社会資本の老朽化、道路やトンネル、橋、心配だよね。でそれ作

り終わって終わりの施設って無いわけで、どうやって維持していくかっていうと、本質的に更新っていうこ

とも考えたうえで整備していく時代が来る。そして、自然災害、自然とどうやって向き合うか。経済よりも、

大事だけど、最終的にはちゃんと経済で、そして人の暮らしを考えながら、自然と付き合っていく方法を生

み出すチャンスじゃないかなと思います。 

その一つの中に、まずはリノベーションまちづくりと、いう方法があると考えています。今ある空き地空

き家遊休不動産を一つの資源とみなして、あと、新しい使い方、新しいビジネスの担い手を、集中的に一気

に集めて、さっきの 12件みたいな感じですね。スピーディーにエリアの魅力を上げていく、そういったスタ

イルがリノベーションまちづくりです。で、今ですね、今というか 2016年に花巻市は立地適正化計画という

ものをつくりまして、病院の移転であるとか広場の整備であるとか、そういったハード面のものをいろいろ

計画して、実施したわけですけども、その中にリノベーションまちづくりという概念にも触れていまして。

左側のこの四つの、病院・広場・まちなか居住、災害公営ね、それからバスの、巡回バスの運転ということ

で、ネットワークを作りながら、だけどもっともっといろんなことを、図りながら、持続的なまち、人口密

度もあって、都市機能もあって、４つの合併前の市町村、生活拠点機能もちゃんと維持していきますよ、と

いったことを掲げています。 

そこまでの中間ですね、赤い矢印のあの手この手、っていうのは、ちょっと決まったもの、定まったもの

がないので、ちゃんと、これ、どういう形で進めていくかっていうことを整理したいと思いまして、リノベ

ーションまちづくり構想をつくろうという動きに今あるわけです。これが、今年 2019年度そして来年度、2

年間かけてつくっていくものです。 
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すいません、ちょっとまだあります。実際にはですね、街の中には、行政、官って書いてますけど、民間

事業者だったり市民であったり、そういった土地が入り混じって入り組んだ形で存在しているので、やっぱ

り遊休不動産と言いながらも、それぞれを持っている資源を、それぞれの得意な領域、行政なら行政の得意

な領域がありますし、民間事業者、市民の皆さんには、皆様には、得意な領域がありますので、それらを連

携しながら、ある程度方向性を共有して、豊かに使い倒していく方法を考えよう、ということで、進めてい

きたいと思っています。もしかしたら、新しい住まいかた、生き方、ネットワークの作り方、が起こって、

そして 防犯や、高齢化の問題であったりだとか豊かに年を取るっていう方法であったりだとか、そういっ

た複数の地域課題を、同時に解決していくこということを目指しています。 

今回、２回目の会議なんですけれども、前回、やりまして、その時のテーマが、「福祉と建築」といった形

で話合い、検討会議をしました。細矢先生、横手市の腎臓内科医の先生に来ていただいて、お話しいただい

たことは、人生 100年時代になるよと、誰もが相対的弱者になるんだけれども、どんな状況にあっても、社

会とかかわれるような、そういう、ご自身は医者だというけれども、異なるものの「異者」として、社会的

な処方を考えたい、といったお話しでした。あと、竹内先生から、建築といった場面で、住宅の建築、断熱

と環境について、レクチャーをしていただきまして、地球とお財布、そして何より、家族の健康に配慮した

建築っていうのは絶対におすすめであるし、それ以外は考えたくない、というくらいの勢いでお話しをして

いただきました。詳しくは場内のグラフィックレコード、後方にだーっと貼ってあるあの模造紙のね、あそ

こに書いてありますので、休憩時間等に覗いてみてください。 

で、本日のテーマは「子育てと歩車共存」という形になっています。街で育てていく、まちの機能として

の次世代の子供の育成、これも社会的テーマで、これのクオリティをどうやって高めていくか、そしてそれ

らをまちでどうやって実現させればいいのか、というところ。そしてその、歩きながら、まちと社会と暮ら

しながらかかわりあいながら、入り混じっている民と官のいろんな不動産施設の、そして、車社会にどうや

って入っていくかということも含めた歩車共存という検討テーマで進めていきたいと思います。 

本日資料としてお配りしている質問票がございます。委員の皆様に、まず論点この３つについてお考えい

ただきながらお話を聞いていただきたいなと思いますし、これをもとに、後半のディスカッションをしてま

いりたいと思います。あと、会場のみなさんのお手元にも、お配りしておりますので、一回レクチャーがお

わって 休憩の段階で集めさせてください。そのときにさまざま、もし時間があったらですね、その問題に

も触れてまいりたいと思っております。ながくなりましてすみません、以上で私のガイダンスを終わります。

本日はどうぞよろしくお願いします。 

 

○菊池 

はい。それでは続きまして、花巻市リノベーションまちづくり構想策定委員会、委員長であります、長井副

市長、長井謙より御挨拶を申し上げます。 

 

○長井副市長 

みなさんこんばんは。改めまして明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。僕が

言いたいことは、すべて伊藤ケイ子さんがすべて言ってくれたので、終わりといいたいところなんですけれ

ども、しゃべらせていただきたいと思います。この構想会議、今年度最後になります。今年度どんなことし

てきたかなというところで、少し振り返っていたら、インプットの年度だったかなと思います。これは公開

ではなかったんですけれども、委員の方々たちと一緒にですね、バスツアーというのをやりまして、実は今

日、本会議の前にも行ってきて、合計 3回ですかね、バスツアーっていうのをやりました。花巻市の中で、

知っているようで知らない、知る人ぞ知っている、そういったチャレンジをしている人たちがいる、という

ところを、トレジャーハンティングというような形で回ってみたりですね、あとはほかの市町村の先進的な、

事例なんか見に行ったりとか、そんな形でバスツアーを 3回やりました。あとは、10月先ほど紹介があった

ような公開の構想会議というのを、開いて、健康と福祉と建築との関係を勉強したり、12月にも公開シンポ

ジウムというのを開催しまして、ポートランドのまちづくりの在り方をみて、勉強してきました。そして今

日、西村さん、丑田さんお越しいただきましてありがとうございます。お迎えしまして、子育てと歩車共存

というテーマで勉強しているということです。 
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何のために勉強してるのかなということを、考えて、実は 12月のシンポジウムの時にある副題がついてい

て、「花巻が選ばれるまちになる」と。というような副題がついていました。そのときの挨拶でも申し上げた

んですけど、選ばれるっていうのは、誰に選ばれたいのかなっていうことを考えた時に、多分、どっか花巻

のそばに住んでいる名も知らない人から選ばれたいっていうこともなくはないと思うのですけれども、何よ

り自分が花巻に住むっていうことを選びたいかどうかっていうこと、なんじゃないかなぁと、思いますね。 

今、みなさんいろんな事情があって花巻に住んでいる、いろんないきさつがあって花巻に住んでいる。で、

ただ、仕事のこととか、お金のこととか、何も無視して今から全国全世界どこでも住む場所決めていいよっ

ていったときに、やっぱり花巻市に住みたいというように自分が選ぶかどうか、ということなのかぁと思い

ますね。あとは多少広げるとすれば、自分の周りにいる家族とか、大切な人たち、その人たちに選んでほし

い、と。あんまりこう広く考えないで、自分と自分周りに過ごす人たちが選び、選ばれる、そういう人たち

に選んでほしいまちになっているかどうかっていうこと、まさにリノベーションまちづくりの取り組みって

いうのは、選ばれるまち、っていうまちに花巻市をしていく、そのための、色んなディスカッションをして

いく、そういった取り組みなんだろうとそう私は理解しております。 

ただ、このディスカッションをするといっても、そもそもまちづくりにどんな可能性があるのか、それは

なかなかこう、知らないとイメージできませんので、今日、丑田さんや西村さんに来ていただいて、御説明

いただくように、いろんなまちづくりの可能性みたいなことについて、インプットする、そういった今年は、

年度になっていたかなと思っております。今日もアンケート配らせていただいていますけども、いろんな話

をおきかせいただけると思いますので、その話を、踏まえてですね、自分が、この花巻がこうなってほしい、

みたいなことが、一つでも二つでもあればですね、アンケートに書いていただいて、それを事務局までいた

だければ、今後の構想、来年度はいよいよ構想の策定に入りますので、その構想の中にも視点を生かしてお

く、そういった場にしたいというふうに思っております。今日、この遅くからのスタートで、多少長丁場に

なりますけれども、皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。私からは以上です。 

 

○菊池 

それでは、お越しいただいている講師のみなさんの事例検討を含みながらですね、ディスカッションのほ

うに移ってまいりたいと思います。ディスカッションの進行につきましては、策定部会の会長でもあります、

青木さんに座長を務めていただきながら、進行していければと思います。お願いします。 

 

○青木さん 

はい。あけましておめでとうございます。新年、もう早いですね。あっというまに 14日ですね。あの、年

末年始は大体、このすぐそばの秋田県の大館市のほうに出没しています。今年は雪かきをする機会が少なか

った。ねぇ。大晦日から元旦くらいですね、スキー場はバリバリで。全然ウィンタースポーツも楽しめない

みたいな。今日は花巻にやってまいりまして、今もさんざん話もありましたので、すぐ導入に行きたいと思

うんですけど。 

皆さんにですね、改めて思っていただきたいのは、「リノベーションまちづくり」という言葉を使うのをや

めたいということですね。何回今まで連呼されたでしょうか。リノベーションまちづくり、リノベーション

まちづくりって。それはあくまで初めのきっかけだったと思います。きっかけで、いろんな兆しが生まれて、

変わり始めたのは皆さん認識し始めたので、もっと多くの皆さんがチャレンジできるまちに変えていきまし

ょうよと。そのための共通のものさしを作って言うのが、今回の構想策定という、固い言葉ですけど、何か

もっとわかりやすいネーミングになった方がいいなと思っていますが、ああいうまちを目指すんだよねって

いうことを皆さんが思い描けるように、そのヒントとなる 2つだと思います。 

今日、話はシンプルです。前回は、「建築と健康」ということで、健康とか環境ってことがテーマだった、

ような気がします。今日は、子育てをしたいかしたくないかってだけです。はい。単純です。子育てをした

い町になるためには、の視点で今日二つの話を聞きます。 

本当に、学びと、安全で、安心。これが 1 番切実なテーマなんじゃないかと思いまして、今日はこのお 2

人様を招いています。初めにですね、同じ秋田県に妻がいるもの同士。東京の男ですが、今は秋田に移住を

し、五城目で、色んな事業を展開しています、丑田さんの話を聞きたいと思います。いいですね。遊びと学
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びとまちづくり。遊びが 1番はじめってのがいいですね。本当に遊ぶようにまちづくりできたらどんなに幸

せかと思うんですけども、遊びたいまちにしたいからっていうところから始まる今日のお話しなんですけど

も、まずは 40分くらい。 

伊藤さんからもご案内ありましたけど、お二人のお話が終わった後にこれに書いていただきますので、も

う聞きながら書いたほうがいいと思います。ね。イメージしながら、共感したこととか、一つじゃなくても

いいと思いますし、自分が取り入れたいなぁと思ったこととか、自分がここで実現するためにはここがネッ

クなんだよな、みたいなことを、走り書きでもいいから書きながら、聞いていただければと思います。それ

では、丑田さん、よろしいでしょうか。拍手でお迎えください。 

 

○丑田さん 

 こんばんは。御紹介にあずかりました丑田と、申します。普段は秋田県の五城目町という人口約一万人く

らいの中山間地域に住んでいまして、まちのサイズは違うんですけれども、遊びと学びというキーワードを

持って暮らしながら、いろんな活動してますので、今日はその話を、皆さんにさせていただけたらと、思い

ます。車で結構近くてですね、秋田道を南下して 2時間超くらいで、たどり着けました。秋田高速、秋田道

にガソリンスタンドがなくてですね、ほとんどガソリンが入ってないまま南下してまして、横手あたりでガ

ソリンがゼロになりまして錦秋湖までギリギリの戦いだったんですけども、なんとかここに降り立つことが

できました。そして着いてですね、さっそくマルカン大食堂でお昼をいただきまして、街歩きもさせていた

だいて、この場にやってまいりました。どうぞよろしくお願いします。 

また、自己紹介させていただきますと、私自身は福島の会津地方が両親の地元で、会津で生まれてるんで

すけども、育ちはほとんど東京です。妻が秋田の人でして、青木さんと妻が、秋田の同盟というのを二人で

結んでる。っていう感じでいますが。まぁ結構いますね、妻、なんていうんすかね、嫁ターンっていうんす

か。僕よく知らないですけども、奥さんの地元に、出身じゃないけど、一緒に戻ってたりとか、暮らし始め

るというか結構多くて、私も五城目、秋田に住んでいるとですね、男衆は全然違うところの出身なんですけ

ども、奥さんが秋田に一緒に戻ってきた、みたいな、っていうことで、教育と子育ての話すると思いますが、

そういうところもちょっともしかしたらキーワードになるかもしれない、と思ったりもしました。 

で、本当はですね、私、東京都の千代田区番場というところで公共施設、千代田区の公共施設を民間で賃

貸借して利活用して街づくり拠点を作るという、千代田プラットホームスクエアというコワーキングのシェ

アオフィスを作るプロジェクトなんですけども、そこの立ち合いで企画参画したのが初めての僕の仕事で、

そのあとですね、日本 IBMっていうテクノロジー、コンピューターの会社で海外の仕事をやってまして、2010

年にハバタクっていう教育や学びを探求していくっていう会社を創業して今 10年、という形です。旅とカレ

ーがとにかく大好きで、お昼マルカンさんで、メニュー、おすすめとかいろいろあったとは思うんですけど、

カツカレー食べてしまいまして、次はナポリかつとソフトクリーム食べに来なきゃいけない、という宿題を

いただきました。カレーが大好きで、旅しながらカレーを食べて、カレーを作ってとか、しています。 

簡単に数分だけ会社の説明をさせていただきますと、「新しい学びのクリエイティブ集団」という、わかる

ようでわかりにくい会社なんですけども、人間が、人類が学ぶ環境をプレスしていきたいというのと、楽し

いものにしていきたいという思いとがあって、多様性と創造性に富んだ、創造的にともにつくる学びの環境

を、今の各地にちりばめていきたいなという思いで 2014年につくった会社です。 

学び、っていうと、教育とか、子育てとかっていうとですね、学校教育っていうのは真っ先にドンとくる

と思うんですけれど、もちろんそれも大事な学びの機会かと思いますが、結構ですね、人が学ぶって、僕ら

自身この場自体も人が学ぶ環境だと思いますし、日常的に暮らしている中で人が学ぶ環境っていうのももち

ろんあるんですけれども、旅をする中で学ぶということもありましたし、遊びの中で学ぶとか。本当にいろ

んなものにくっついて、内在していて、そういうキーワードなんじゃないかと、思っているんですね。 

ただですね、人が学ぶ環境をもっと面白くしようという取り組みがいろんな床にくっついていく度にです

ね、コイツは一体何かやってるんだ、という感じに、宿命なんだと思うんですが。例えばですね、全国の高

校生や大学生を世界に送り届けていこう、つないでいこうというような、海外修学旅行と英語学習を提供す

るような、プロジェクトを行っているチームが会社の中にいて、今 2万人くらい高校生大学生がやがやして

います。 
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そしてですね、ほかにですね、例えばマンション住まいの中にも、人の学ぶ環境ってあるよねっていうマ

ンションの中とか、マンションのアップデートをしてですね、キッチンが、今までは料理を作るだけの空間

だったものが、もしかしたらですね、何か暮らしに必要なものを作るためのキッチンとがあってもいいんじ

ゃないかって、電子レンジの隣にですねの３D プリンターがおいてあったりだとか、工具が、後ろの引き出

しを引き出すとですね、キッチン用具があると思ったら工具があってですね、ドアノブ壊れたらパパと一緒

に作っちゃおうぜっていうのがある、キッチンがある暮らしなんかあってもいいよねっていう。食卓の窓が

ですね、世界のいろんなマンションにつながっていて、毎日、マンションに普段住んでるんだけど、いろん

な国の人と食卓を囲めるっていう 住まいがあったらおもしろいよねとかだったり。そういう、住まい、学

びが生まれてくるような住まいを、不動産ディベロッパーさんと一緒に作ったりだとか。そんなことも、や

っているような会社です。 

例えば東京の、関東地域のですね、もともとこれ、リノベーション、のお話にちょっと近いんですが、酒

屋さんの持っていた建物です。廃業されて、空きビルになっていたところを一棟お借りして、人が育つ、学

びのビルを丸ごと作ろうという簡単に志紀町文化遺産っていうところで、教育系のスタートアップ、起業家

であったりだとか。いろんな地域のショップが集まるような食堂だったりとか、上のほうは住めるようなレ

ジデンスを作ったりとか、そういった、不動産の事業みたいなのをやっていくという、こんな感じです。 

今日の話はですね、2014年からですね、私秋田県にとりわけ引っ越したんですけれども、今子供二人、上

のほうが小学生、下がまだ小さい子がいるんですけど。3.11以降、自分の生き方であったりとか、その辺の

環境とかをちょっと立ち止まって考えてみたいなという思いがずっと、あって。で、そんなことを思いつつ

ですね、僕の本業の仕事に、世界に若者たちを送り届けていく、羽ばたいていくという、なかなか半分ずっ

と海外に行くっていう暮らしを 2014 年くらいからずっとしてて、そんな中でですね、海外に出れば出るほ

ど、日本の、自分に縁がある地域だったりとか、東北っていう地域のことや、ほんとにすごく興味をもって

きて。日本の足元から掘っていくと世界にみせていくような価値を、まだまだ出せるんじゃないかなってい

うなんとなく楽観的に思うようになってきて。 

で、そんなことを思っていたときに、東京の千代田区で運営に携わっている、公共施設を活用したシェア

オフィスにですね、全国の地方自治体が１区画をシェアするっていう、市町村サテライトオフィスというの

をやったんですけど、そこにですね、今僕の住んでいる秋田の五城目町っていうところが実は姉妹都市の提

携を、千代田区としていて、30年前から子供たちの児童交流をずっとやってきてたんですね、その縁もあっ

て、同じオフィスの中に同じ町の、東京サテライトオフィスが入ってきたりと、そんなご縁も重なって、ま

ちに遊びに、帰省がてらですね、行ってみようかなと。妻の実家は隣町なんですけど。 

行ってみてですね、普通の地味ーな田舎町なんですよ。観光名所も特にないですし、なんか特産品もある

かというとなんかそんななかったり。なんですけども、ほんと里山の風景が残っているような、一万人くら

いの中山間地域なんですけど。あーなんかすごくいいなと。直感的にすごく感じたんですよね。隣町が八郎

潟っていう、琵琶湖の次に大きい湖を干拓して、大潟村っていう村を作った場所があって。その先が男鹿半

島で、なまはげが住んでいる山があってっていう。そんなのが隣町にあるような、エリアでして、ちょっと

高台に上るとすごく日本海が見渡せたりだとか。いいなと思ったりとか。っていう、思ってるんですけど、

最終的にはやっぱり勢いでして、事業も、暮らす場所も大体勢いであるのが多いかなと思うんですが。 

町に酒蔵がありまして、一白水星っていうお酒を作っている福禄酒造っていうところがあるんですけども、

そこのお酒をですね、蔵直ではいってくるような、鍋駒という北東北の聖地という、のがまちの中心市街地

にドーンってあるですけど。そこで飲んだくれてたら引っ越すことになっていたというのが 2015 年のこと

だったんですね。 

でも、住む前にですね、あんまりビジネスモデルというか計画をしないで、ただ寄ってみようかなってい

うのが、最初が一つありまして。もちろん広義の意味で、地域を学びで満たしたらいいなっていう、結果的

にそういったプロジェクト群を生み出していくことで、世界一子供が育つ町、客観的にというよりは自分た

ちが思えるような、そんなまちになったら嬉しいなっていうのを思っていたところではあったんです。この

時点ではですね、暮らしながら考えようかなということを、まちに住んでみて、東京育ちだったので、自分

で米を作るみたいな、自給する経済みたいなですね、地域の町内会で一緒に祭りをつくるような、贈与の経

済圏とかボランタリーな経済圏とかですね、わかんなかったので、そういうところから体感してみようかな



7 

 

というようなですね。田植えしてたらですね、ちょっとやんちゃな子たちが遊びに来てくれて、飲み仲間に

なったりだとか。ほんとにそういうやり方で徐々に最初は、スローペースでやったんですが、仲間ができ始

めてきたのかなという感じに思っております。 

一つきっかけになったのが、今、五城目町、小学校が一つしかないんですけども、小学校一つ、中学校一

つ、高校一つ。割とコンパクトな町なんですね。統廃合された校舎ですね、どんどん空いていくってことは

恐らく、花巻市さんもあるんじゃないかと思いますが、僕らの街に、闇の廃校舎っていう、呼ばれているん

ですが、築 14年で廃校になった廃校舎があってですね、これをどうするかっていう話が当時 2013年くらい

に始めていて、東京の千代田プラットフォームから起業家が、400 社くらい入っているような施設なんです

けども、ちっちゃくても、新しいチャレンジをするような人が集積していくことでその人たちが失敗したり

成長したりっていう、ドラマな起業ってあるんです。その育っていった企業がまちにあふれていくような、

そんな流れって起きるんだなっていうことをですね、街の方々も感じていったようですね。 

ここを、大きな企業がドンと工場を誘致してくるというよりは、ちっちゃくても多様なチャレンジするよ

うな人たちがちゃんと借りて、廃校舎ですけど家賃を払って、レンタルオフィスとしてここを運用していこ

うという決断をまちがした。なので僕らも、めちゃめちゃいいですね、ということで、僕らもここに秋田オ

フィスをここの廃校舎の中に、教室を一つお借りして、事業をスタートするということになってきました。 

それで、最初に何をやろうかなと思ったときにですね、本当にストレートに自分たちができることといえ

ば、世界と日本の教育をつなげていくっていうところが一つと、できることでもあったので、まちの教育環

境をぐっと世界とつなげていくようなところからちょっとお手伝いできたらと。いうことで始めてきました。

写真はですね、五城目小学校っていう、小学校で、6 年生の総合学習で毎年年間を通してやってる授業なん

ですけど、「五城目で世界一周」というタイトルでですね、秋田県の一つ資産としてですねもともと教育県と

いうブランドが何となくあるんですよね、学力も体力は日本一みたいな。それが枷をはめてるとこも否めな

いんですけど、そういった教育県であるっていうのは、プライドであったり認識っていうのがすごく大事だ

なと思います。 

あとですね、国際教養大学秋田インターナショナルユニバーシティっていう大学が、秋田市の空港の近く

にありまして、30 か国くらいのですね、留学生がつねに学びに来てるんですね。彼ら山奥にこもりすぎて、

足もないので、全然地域に出てこなくてですね。これはもったいないだろうということで、留学生たちが毎

週 2回ほどまちの中学校に来るような動線を、引っ張っていこうということで。そうすると年間を通してで

すね、10数か国の留学生と子供たちが、友達になって対話してですね、関係を紡ぐというようなことになっ

ていけるんじゃないかなということで、本当にちっちゃな取り組みではあるんですけど、公立小学校の必修

の授業の中で、日本の中で一番多国籍の人と触れられるような教育環境をつくってみようかなと。そこから、

こじ開けていこうかなというので始めていきました。世界を知ったりですね、外を知るとですね、結果的に

じぶんの街、自分の暮らしに興味が向いていくっていうのが、人間の一つの特徴でもあるんじゃないかって

いうのはありまして、前半はですねもう毎週毎週留学生が来てですね、いろんな国の、国のマクロの話とい

うよりは、彼らが生まれた生まれ育った、アメリカの何々州の、何々村の小学校の話とか、そういう同じ目

線で語れるようになるべくしゃべってもらってるんです。 

その夏休み開けた後半はですね、今度自分たちのまちをですね、自分たちで会いたい人を選んで、フィー

ルドワークして最後英語で留学生たちに発表していくっていうそんな授業を最初は作っていきました。ちっ

ちゃな取り組みではあるんですが、徐々にですね、小学校が地域に開かれていくっていう流れが、もともと

田舎の小学校って地域と一緒に作ってっていう側面、土台はあったんですけど、徐々にですね、地域のプレ

ーヤーとか、学校が連携していくってい流れがですね、出てきまして。  

最近ではですね小学校が統廃合の 1校になったタイミングで、今通っている、こどもたちが通っている小

学校、築５,６０年くらいですかね。古くてですね、雨漏りとかしてですね、土砂災害地域に指定されたりっ

ていうね、いろんな問題が起きて、このタイミングで、学校建て替えようという決断がまちの教育委員会が

するわけなんですけども、普通に建て替えると、ちょっと言い方悪いですけど、それっぽいおしゃれな校舎

ができて、終わってしまったらもう、このまちでですね、次は今世紀あるかないかの話だと思いますので、

ちょっとこのタイミングをポジティブな仕掛けをしていけないかということを、まちの中から出始めていま

して、住民参加型で、建築の段階から、立地だったりとか、どういう建築にしていくかどういう機能を持た
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せるかという、参加型で作っていけたら、自分の土地の素晴らしさってわかっていただけるんじゃにかなと

いうことで、3年前くらいからプロジェクトが始まっていきました。 

小学校が統廃合するとですね、やっぱしその小学校、小学校区が地域コミュニティーと重なっていたこと

で、運動会、たぶん町のおじいちゃんおばあちゃんが見に来てですね、応援してくださったりとか、何かあ

ったときにみんな集まったりとか、というようなそういう機能をオーバーラップしたところが、まちの中心

部に小学校がポンと大きくできて、遠い子たちはスクールバスとかスクールタクシーで通ってくれるように

なると、今の小学校って地域のボランティアの方々っていうのが、すごくたくさんいらっしゃるんですけど、

基本的にはここに子供を通わせてる親御さん以外の地域の人ってあんまり日常的にかかわりづらくなってき

ているというのも、恐らく、全国の地域が直面してる一つの状態だったんじゃないかなと。 

そんなときにですね、自分の、その地域エリアに学校なくなった人たちも、どういう小学校だったら、参

加したくなるとか、日常的に遊びに行きたくなるかっていうところが結構大きなこの設計上というかですね、

問題意識、提起として町が出していったという形ですね。色んなワークショップを繰り返していって子供た

ちもですね、アイデアを出してもらったりとか。こういうような、ゲストをお招きして、世界の小学校建築

がどうなっているのかっていう話もそうですし、地域と学校をともに作っていくというところを、建築デザ

インからやっていくにはどうしたらいい、そうやって刺激剤としての講座なんかも 2年間やってきまして、

最終的にですね、町の、ちっちゃな、でてきた言葉をそのまま使っていたんですけど、「超える学校」という

コンセプトという、建築コンセプトが去年でき上がりました。 

この超えるっていうのはですね、本当にいろんな意味の「超える」を含んでいてですね、1 番わかりやす

いのは、地域の家庭を超えていく、自分の近くに学校はなくなってしまったけど、それでも、まちの学校に、

従来の町内会とか、これでこう関わっていこうよっていうような、年齢の壁もですね、超えて、いろんな人

が、入れ代わり立ち代わり来れるような学校にしようねという、そういった思いが、まずちっちゃく、コア

としてあります。 

ほかにもですね、自治体の壁っていうのもですね、教育行政法上ですね自治体に学校があって通うっての

は、もちろんベースなんですけども、後程お話ししますけど、町に住んでない子供たちも学校に、おすそ分

けして、通ってお互い刺激受けられたらいいよねっていう。五城目の子供が、例えば東京とか沖縄とかの海

外とかに、逆に乗り込んでいくような、そういった超え方もあっていいんじゃないかと。そんな話も出てき

ています。 

あとは、常識を超えていくっていうのですね、学校教育の法律は巡視していかなといけないんですけど、法

律は順守しつつも、いけるところまで超える、常識を裏切っていこうぜ、っていうような。ちょっとですね、

クレイジーな印象も与えて、いうことをコンセプトとして学校の建築が進んでいきました。 

で、「超える学校」をですね、実質化するために一番大事にしたのはですね、学校空間に用がなくてもまちの

住民が遊びに来れるかどうか、不審者がられないかどうか、というようなところですよね。いまって、やっ

ぱりご時世が厳しいので、そのあたりの課題点ていうのはあると思うんですけど、それを実現するために、

左下ちょっと小さく見にくいんですけど、一番真ん中の赤い同心円のところにですね、生涯小学校エリアと

いう風に書いてまして、右側の青いところが小学校建築するエリアなんですね。この真ん中のエリアは何か

というとですね、何歳になっても小学校の気持ちで学び続けられるような、小学校ですね、敷地の中に作っ

てみようかと。その中に、図書館、図書室ですね、ちょっと規模がちっちゃいんですけど。こちらの図書室

になってますけど。図書室をつくって、その学校の図書室を地域の図書室とオーバーラップさせて、子供た

ちが昼休み、本読んで、本読んでるときに地域のおっちゃんがコーヒー読んでたりとか、しゃべってたりと

か、そういう環境生まれたらいいよねと。学校の図書室と地域の図書室をかぶせるっていうのは選択を一個

していきました。それ以外にもですね、相撲場、がもともとこのエリアにあってですね、撤去するかどうか

ってめちゃめちゃ揉めたんですけれども、なんか、相撲って神様の神事なので、簡単にどかせないらしくて

ですね。けっこうワークショップ中も、あれどかせ！ってなってたんですけど、どかせなくてですね、ポジ

ティブに捉えた皆さん相撲場の周りを、憩えるような公園にして、まちの人たちがそこでお茶っこしたりと

かできるように。公園機能をそこにちっちゃく入れられたらいいんじゃないかとかね。学童とか、ランチを

一緒に食べられるような、エリアを真ん中に集約して、そこをですね、地域と学校の小学生でシェアしてい

こうよっていうね。 
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こういうことやって、ことになりました。その横に、小学校、けっこうコンパクトに立てて、短大側には

ですね、既存の社会教育エリアという場所だったので、プールとかですね、体育館とか、生涯学習センター

とか、そういったものが同じ敷地内にあることで、このエリア内にですね、日常的にいろんな、町民が回遊

して、偶発的な学びが起きていく、創発されていくとされているようなそんな学校に、なろうよっていうよ

うなコンセプトになってきました。 

ちょうど先々月から、11月から施工始まりまして、ことしの秋ごろに、小学校としては完成する予定です。

この絵でいうとですね、左端のほうが図書館棟になってまして、そこは地域にシェアされていくんですけど、

手前の森っぽいところが、真ん中にどかってあるのが相撲場ですね。あそこを公園みたいに憩える場所にし

て。そんな小学校ですね。学校が、新しいできるって結構インパクトでかいんですよ。図書室、図書室が新

しくできるっていうのもそうですが。 

そうするとですね、徐々にこの近くに住みたいっていう若い世代がすごい増えてきていて、いま田んぼに

なってる部分とかですね、宅地になってきてですね、けっこう五城目の町なかで土地探すの結構大変になっ

てきてるんですけど、グラウンドの川沿いのあたり、僕今住んでるとこなんですけど、こちら家が少なくて

眺め本当よかったんですけど、山が窓からガーンと見えてですね、良い場所に住んだなあと思ってたら、ア

パート 6棟くらいできるって。僕の家の前にアパートが６棟たたたたたっと。壁しか見えなくなってですね、

町が賑わうっていうのもどうしたもんかなっていうこともちょっと余談としてはありつつも。まあ、エリア

としては一ついいんだろうなっていうことも思って。もうちょっと田舎に住んでやろうかなと思っていまし

た。っていうプライベートなこともですね。 

で、さきほど「超えていく」っていうところがですね地域の中で完結していく教育環境も、ほかの地域、

ほかのローカル、ほかのコミュニティを越境して学びあう環境をつくっていくというのも恐らく、デジタル

社会というか、今の時代においては、１つキーワードになってくるんじゃないかなと思っていまして。それ

を僕ら教育の誘導化、遊んで動くというふうに呼んでいるんですけど、もちろん、まちに住んで、五城目町

の教育環境、子育て環境を満喫してくれるっていうのが、住んでる側としてはうれしいんですけど。人によ

っては、東京に住んでいたいとか、花巻に住んでいたいとかですね、ニューヨークに住んでいたいとかです

ね、いろんなライフスタイルをつけている人が、こういった、おもしろい教育環境を、味わってもらえるよ

うなマルチっていうか、もっと多様化してもいいんじゃないかと。 

東京の千代田区に住んでいる小学生が、俺は 1カ月五城目の小学校に入学したいんだっていうよう子が、

例えばでてきたとき、それをですね、制度面のハードルを極限まで下げて、転入手続とか転校手続きなしで、

入学できるしかけも作っていこうよっていうのを、秋田県は 3年前くらいからやっていまして。ただですね、

その文脈がいま不登校の文脈で取り上げられているのが一番メインだったりもするんですけども。不登校か

否かっていう地区よりは、子育てとか学びの多様性を味わえるかどうかっていうような軸で捉えると、必ず

しも今の学校が苦手だから田舎に行ってみようかなっていうよりは、どんな子供でも色んな学び方ができる

んじゃないかなっていうのを、一個提言していけたらな、ということを思って、教育志願ということを一つ

キーワードにして、いま活動しております。来年度ですね、来年度からですね、町の小学校にほんとにハー

ドル低く入学できる仕組みっていうのが、本格的に実現していく予定だったりもしますし。 

都会から秋田っていう一方向だけでなくて、双方向性がもっと将来的に生まれていったらいいなと思いま

すので、岩手の、自治体さんももちろんそうですし、場合によっては沖縄、に秋田の子供が１カ月、学びに

行くっていうのもありかなと思いますので、教育環境が２拠点化したり、みられていくっていうのが環境自

体ができていくともっといいなと思ったりもします。 

教育インパクトっていうのはすごく大事だなと思っていて。一カ月、東京の子供が秋田で学びたいですっ

ていうときに受け入れてくれる、寮を建設するってめちゃめちゃお金かかるんですけど、子育てしてる家庭

に、一人、田舎って 3人くらい子供いる家庭多いので、一人増えたくらいで、まあ楽でいいかなというので。

結構いらっしゃるなっていうのがヒアリングしてて思ってですね。そういうところに、教育民泊制度をつく

っていくことで、1泊 3食付きで 2～3,000円の価格帯を行政が決めてくれたら、それを一つプラットフォー

ムとして、広めていけること。副業的な収入にもなったりだとか、もしかしたら田舎の子供にとっての刺激

を与える環境づくりにもなるんじゃないか。っていうのが一つキーワードとしてありますね。 

子供、学びっていうとですね、子供にフォーカス当たっていきがちなんですけども、大人も学び続けて遊
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び続けたらいいよねっていう思いは常々あったりしてですね。一個、そういう視点でやってる事業を、ちょ

っと紹介すると、シェアビレッジっていうですね、築 140年くらいの 2階建ての古民家がありまして、解体

予定だったんですけども、この風景を次の時代に残せたらいいなっていうことで、この古民家を買わせてい

ただいてですね、都会と田舎っていうのをですね、どっちかっていう 2項対立で捉えるっていうところを壊

したいという思いが、引っ越してからあったものですから、都会と田舎がお互いのいいところをシェアしな

がら学びあえるシェアコミュニティを、この古民家を仮想の村に見立てて、作ることができたらいいなと。

年貢を納めて村民になりませんかと。 

年貢ってのは年会費です、年会費を払うとその村の村民になれて。その村民はですね、住民票がなくても

第 2の、今だと関係人口っていう言葉でよく言われたりするんですけども。 住んでいなくても第 2の田舎

として泊りに来れたりとか、イベントに参加できたりすると、そうやってコミュニティを再定義していくこ

とで、人が交流したり学びあう環境を作ろうっていうのを、今日はあまり詳しくお話しできないんですが、

やっています。さっきの小学校の廃校舎も、土着ベンチャー、「ドチャベン」っていう風に僕ら名付けて、こ

れも、まちのおじいちゃんが突然言い出したんですけど、勝手に拾っていったんですけど。土着、地域に根

差して地域に暮らしを楽しみながら、新しい価値を生み出していくようなチャレンジャー、アドベンチャー

をここを、拠点にドンドン生まれていくような環境を作っていこうよと。やっていたりしまして、この、何々

産業を集積させるのだっていうほどのパワーをあまりかけてなくてですね、その結果的に人のご縁で色んな

人が起業したりだとか、移住してきたりすることが。いま 20社くらい会社生まれてるんですけども。まぁド

ローンとか ICTみたいな領域のもあれば、農産物をデザインするような、いろんな会社があったりもします。 

ここから徐々に遊びの話に入っていきたいと思うんですけど。これ、まちの中心市街地ですね、朝市通り

という場所でして、これは朝市の様子です。520年前からですね、五城目朝市っていう青果実市場がですね、

この通りなんです。ただですね、その観光地としては、そこまで強く打ち出していない。朝市でもあるので、

見ていただいた通り、結構地味なんですよ。なんか大きい看板があったりだとかですね、めちゃくちゃ遠く

から出店してくるっていうのもないんですけど。その、暮らしに根差した、市場っていうの、味わい深さっ

ていうのをすごい気に入っちゃって。ここ、子供たちの登下校の通学路にもなってるんですけど、なんかこ

の風景いいなと。いうことを思っているんですね。ただですね、やはり、高齢化の波がものすごい起きてい

まして、おばあちゃんたちもいま 70 歳、80 代とかのおばあちゃんとかすごい多いので、毎年毎年店舗がず

ーっと減っていってですね、この通りもビシーッと 10年前ぐらいは店があったんですけども、結構歯抜け状

態になってきているっていうのは町の人も感じているちょっと寂しい感っていうのも少し出ていたんですね。 

その中でですね、先ほどの廃校舎に入っている起業家たちだとか、まちの通り沿いに住んでいる商店の娘

さんたちにはですね、特にも女性たちが中心となっていてですね、もっともっと面白くしていけたらいいよ

ねっていう取り組みを始めていきました。それが朝市プラスという取り組みでして、平日の朝、なかなか若

者たちが働いてう人たちって朝市に来づらいじゃないですか、それがですね、日曜日にバッティングする朝

市がだいたい月に 1回ぐらい必ずあってですね、その日に、おばあちゃんたちだけではなくてですね、まち

の若い人達が自分のチャレンジをですね、半歩やってみようというような、出店補助、組合に入らなくても

出店できるように下げてですね、まちに住んでれば 110円で出店できますと。いうようなそういった市をで

すね、これ予算 0円の取り組みなんですけども、ボランタリーがですね、女性たちプラス起業家たちが、チ

ームになって立ち上げていった朝市が 3年前からやっています。 

徐々に店舗も増えていきまして、７～80店舗くらい、お店が出てくるようになってきてですね、大体 3000

人ぐらい人が、毎月来るような市になってきています。こういうとこに出してみてですね、そこで、自信を

つけて、カフェを起業したりとかですね、パン屋作ったりとかそういう流れが、ものすごいスピード早くは

ないんですが、ゆっくり今起き始めているのが、3 年くらい経っているかな、という状です。子供たちもで

すね、小遣い稼ぎこの市場に出店してまして、結構、夏休みに作ったものをですね、50円、100円で売って

小遣い稼いでるやつもいればですね、あいつらですね、すごいんですよ。冬の朝市、めちゃくちゃ寒くてで

すね、あまり外にいられないじゃないですか。雪も降るし。その時にですね、商店の前に陣取ってですね、

お湯を沸かしてためて、足湯と肩もみサービスっていう 5分 100円で売り始めてですね、これ大ブレイクし

てですね、4000円くらい稼いでいる猛者なんですけど。 

結構子供たちに商いをさせてですね、面白いですよ。既存の朝市っていう文化を、の中に子供たちの教育
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環境として、実際にお金を使ってもらうの、面白いことかなと。僕こんな感じで、200円くらい使いました。

この後ですね、まちに 3つ温泉あるんですけど、温泉を汲んできてですね、足湯にしたら 200円くらいとれ

るんじゃないかっていう話を小学生が繰り返ししてですね。こいつらほんとにおもしろいなと。本当に、こ

んな感じです、新しいですね、カフェとか、ギャラリーとかですね、パン屋さんとか、子育てハウスみたい

な。 

あとですね、酒蔵が新しく拠点つくったりとか、本当に、計画的っていうよりはリノベーションスクール

の話に近いと思うんですけど、結果的にですね、いろんな創発が起きて、いろんな人がチャレンジを始めて

いて。 

この 4年ぐらいで、新しくできた拠点、これ町中なんですけど、このくらい新しく拠点ができていったん

です。で、赤いところはさっき朝市の中心市街地の、歩いて大体 200ｍくらいのエリアですね、右側にある、

これ５キロくらいほんとはあるんですけど、ちょっと出島みたいな形でまちの外と中をつなぐような、シェ

アビレッジとか廃校施設があってですね、橋を渡って、下の沿岸にいま小学校を建設していて、ほんとまち

なかから歩いて３、４分くらいほぼまちなかに近い感じで。左の下に、ピン立ってるところ僕住んでるとこ

ろなんですけども、あそこに死ぬほどアパートあって困ってる、うれしい悲鳴だっていう感じですね。そん

な感じのまちの変化が起きていると。 

 

内発的で多様な挑戦が連鎖していくっていうことがすごい大事だよねと。画一的な一つの産業とか、一つ

の業種でがちっと町が計画されてしまうのは即効性あるんですけど。どんな言葉選んだらいいかわからない

んですけど、あまり面白くないなと。あと、変化に弱い。弱くなりがちな側面もあるので一長一短あるんで

すけど、僕は割と多様な産業が多層的につながってる環境は好きだなと、暮らしてて思います。適度に外来

種が飛来して、いい意味でも悪い意味でも歪みを起こすってすごく大事だなと思っております。あとは地域

の次世代が育つ環境づくりを、地道にやっていくということも、地味に効果がめちゃくちゃ小学校作るとか、

図書館作るとか、授業を、地域と連動してつくるということも、やっぱり経済的には、大した一個需要とし

てないんですけども、揺らぎとか変化は必ず起きている、と思ったりもしています。 

最後にですね、遊びの話にしていきます。最近遊んでますか。大きくうなずいた人が６人くらいいました

が。ぼくはですね、カレー作るのも食べるのも好きでして、さきほどのシェアビレッジっていう古民家で、

五城目カレーバトルっていうのを不定期開催していて、まちのカレー好きな人を 4人、自薦他薦で選抜して、

カレーを作って食べるっていうだけの会なんですけど、これが結構続くんですよね。これなんのためにやっ

てるかというとですね、町づくりのためにやってるわけでも、この事業によって稼ぎになるからというわけ

でもなく、目的性がないんですよね。本当に楽しいとか好きだっていう気持ちで始める活動っていうのは、

すごく誰にでもあるんじゃないのかなと。で人が集まるとですね、ローカル新聞が、「カレーで地域活性」と

か書いたりするんですけど。 

そんなつもりもあんまりなかったりするんで。そういった目的性が低かったり、ですね、言語的な説明が

しにくいような領域って、僕ら「遊び」っていう名前で仮止めして呼んでるんですけど、そういった遊びっ

ていうのが、大人になるにつれて、余白っていうのがすごく少なくなってきがちなこと。子どもたちも、僕、

上の子供がこの前小学校２年生になったんですけど、けっこう、ガチガチな環境で、放課後過ごしてるなっ

て思いました。っていうのもですね、田舎町、に引っ越す前のステレオタイプな僕はですね、東京で暮らし

ててですね、秋田の学校の子供たちは放課後になったら、商店街とか、山とか、ですね、危険な遊びして商

店街のじいさんにぶん殴られたりとかですね、そんな遊びを放課後してるんじゃないかと、期待感もあった

んですけど。 

実際に行ってみると、車社会化がものすごく進行してて、やっぱ子どもを外で歩かせるっていうのに、け

っこう抵抗がある親御さんがすごく多いなと。後はですね、テクノロジーの発展とかもあると思いますよね。

家でスマホ置いといたら、楽だったりもします。それはそれで、否定するもんでもないんですけど。そうい

う環境の変化であったりだとか、社会環境の変化、テクノロジーの変化とかっていうのも相まってですね。

放課後、この通り、子どもがほぼ誰も歩いてないんですよね。登下校の時はみんな歩くんですけど、そのあ

とみんな家に帰って、家にいると。っていうような感じですね。小学校区も広くなったので、スクールバス

で通っているこどもは集落に点々と居るので、そうすると、親が放課後送り迎えしなきゃいけないと、友達
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の家に行けなかったり、そういう子供も結構多かったりしているっていうのが、思ったところでして。 

そんな子どもたちの放課後環境もそうですし、大人たちも自由に遊べる場が、サードプレイスがまちのな

かに出現したら、どうなっていくんだろう、ということを思い始めてきて。ちょっともう数分喋らせてくだ

さい。これ、こちら先ほどの朝市の通りなんですけど、ここに、唯一これだけ借りれたんですよね。けっこ

う中心市街地って借りづらくて、空き物件はあれど、なかなか自由に使えるところが少なかったんです。こ

このオーナーさんはですね、好きに使ってくれ！っていう感じ使わせてくれてですね。このボロ物件はです

ね、遊休不動産を文字通り遊ばせて、そのまま子どももいれる自由空間を作ってみようと。というふうに思

ってできました。町のだれもがただで遊びに来れると。で、取り立てて豪華な遊具も設備も大してないんだ

けど、ただの場所なんです。とりとめもない、ただの場所ですっていう、思いを込めて名前を「ただの遊び

場」と言ったんですね。で、お金集めもちょっと遊んでみようとして、遊びを作るので、絵を何とか、お願

いしますっていうですね、リターンが丑田と遊ぶ、みたいな。１０万円で一人だけ買ってくれてですね、僕

と一日遊べるというプランでですね、なかなか行使してくれなくて、まだ貸しになってる状態です。いつ来

るのかちょっと怖いです。 

お金を、地域の中からもお金を集めさせていただいたり、クラウドファンディングでも、任意で初期費用

を集めてですね、えーと約５、６０人の親御さんと子供たちで、参加型でリノベーションしていきました。

もともと１階は宅配寿司屋さんで、２階はスポーツ用品店さんだったらしいんですけど、２０年位前の話で

すね。腐ってた天井も半分ぶち抜いてですね、そのままボルダリングの壁付けて、ここから２階に上れるよ

うにしようぜとか、話しながら作っていって、マネキンが 40体くらいいて、マネキンを排出するという作業

を半日くらいかけて、こんな感じに、子どもたちが壁塗ってくれたりだとか、壁取り付けていったり、あと

床もみんなで張りました。 

こんな感じで、「ただの遊び場 五城目」という形で。１階のサイドスペースがあんな形で、左下みたいな

感じになっていて、ボルダリング上ると２階に出るんですね。あんな感じで、他の子どもたち、学校から直

で来れるように、学校と連携してるんで、ちゃぶ台囲んで遊んだり。デッドスペースを、ちっちゃい隠れら

れる小屋にして、そこを、一人にさせてくださいって部屋のタイトルをつけたらですね、いつも人気過ぎて

7 人くらい入ってる。一人になれなかったり。上って滑れる本棚みたいなのを、地元の大工さんたちが作っ

てみたり。家と学校で出来ないことを、ここのサードプレイスでしていこうと。で完全に、ミニマムな短期

間手放してみてですね、1 円でも取ると危険な遊びしにくいじゃないですか。「落ちたらどうするんですか」

とか「骨折したらだれが責任取るんですか」みたいになっちゃうので、もう完全に遊び場自体は、ボランテ

ィア経済で、地域の贈与経済で回す、1回そんな部分もちゃんと作ってみようという実験でもあります。 

こいつ入り口にいるアインシュタインです、IoTのプロダクトを仕込んでいてですね、2階の部屋で子供たち

がしゃべるとこいつがしゃべる、みたいな、ちょっとテクノロジーを使った遊びなんかもですね、やったり

だとか。空間自体は、最初はミニマムなものしか用意してなかったですけど、場があるとまちの人が、増設

してくれるんです。左上のアレが、鉄工所の兄ちゃんがですね。そこ空いてるから雲梯作っていいですかっ

て。特注で寄付してくれたりとか。 

子ども達は何もないところで遊びを発明する生き物なんですよね。子どもたちで滑車を作ってですね、滑

車とかターザンとか、本当色々なものが増えて来てですね、本当危険な場所になってきてはいるんですが、

一応でもそれは、地域の見守りの中で、自由に遊んだりとか。大人も、それを見て壁にですね、ピタゴラス

イッチを増設してですね、挫折した大人たちがいたりして。残骸が残ってたりするんですが。そういう、ア

ナーキーな感じの場所になってたりする。 

子供って集まるとですね、ちっちゃい場所に居続けることってなくて、彼らはですね、町にバーッと出て

いくんです。通りにまで出て行って、空き地とかで、野球したりとか、追いかけっこしたりして、遊んでい

る風景が結構最近はある。まあ冬になると、さすがに減っては来るんですが、冬終わるとですね、結構まち

なかに子どもがワーッといてですね。 

今町にいる子どもたちが危険で問題っていうのが、車社会の中で出はじめているのが、作って一年してか

ら。それも、危険だから子どもたちをまちに出さないうにしようっていうよりは、どうしたら共存できるか、

っていうところがすぐ大事で。子ども達、俺らがこの通りに人いるんだっていう主張がしたいって奴が表れ

てですね、飛び出し坊やをですね、地域のアーティストさんと子供たちと一緒に遊んで作って、街におった
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てていった。 そういった動きを自然発生的に起きるようなことに、非常に大事さを感じていたりします。 

一部アートスクールとかですね、有料なプログラムなんかを一部提供することで、ミニマムな管理費をねん

出はしたりしてますがボリュームは大きくないですね。ママさんもライングループで、遊び場見守りたいっ

ていうのも創生していて、誰かしら地域の人がこれをちゃんと読んでたりとか、うちの社員がここでパソコ

ン仕事してたりすることで、ちょっと横目でちゃんと子供たちを見守る環境は、人件費をかけずに作ってい

こう、ということをやってました。 

これ年末に大掃除したりとかそのあたりも全部、地域の人たちでやるとそんな遊び場を作っています。そ

れで、オープンしてから 2年くらいたったんですが、遊び場の作り方とか運営の仕方とか、オープンにして

いけたらいいなと。ドキュメントなんかを作ってですね、それに興味がある人に配ってる状態。もちろんた

だの遊び場の名前とかロゴとかって使ってもいいですし、別に使わなくてもいいですけど、いろんな地域の

飲食店だとか、商店街の中とかいろんな場所に遊びが入っている状態になってくると、ちょっと社会が楽し

くなっちゃってもいいんじゃないかと、最近感じているところであります。 

 

まとめるとですね、遊びと学びっていうキーワードが地域社会の土壌であったり、地下水みたいに当たる、

概念なんじゃないかなと思いますね、人と遊び続けたり学び続けるような、そういった土壌がですね。 

豊かな街ってのは、きっと新しいチャレンジや発明が起きていたり、わくわくする、楽しい、っていうこ

とに人を引き付けていったりしつつ、そういった魅力がにじみ出ていったんじゃないかなと思っている次第

であります。それを勝手にプレイフルエコノミーっていう、遊びから始まる、エコノミー、っていうのがこ

れからすごく大事になっていくんじゃないかなっていうのを、僕から一つキーワードとして、といった感じ

で。 

最近会社が 1周年になりまして、年末に 1週間東京で展示会やっていたんです。遊んでいたら学んでいた

展ていう名前なんですが、ちょっとこのビジュアル気持ち悪いじゃないですか。ビジュアル作るときに、昔

描いた絵を全部データ化して送るよってうちのデザイナーが言ってきてですね、すごい気持ち悪いんですけ

ど、こんなビジュアルになってきて、見たくない人はですね、小学校の赤下敷きあるじゃないですか、消す

奴。暗記するやつあれかければ、これ見ずに入れるんですよ。っていう仕掛けを作っていったんですけど。 

大人の遊ぶが一番大事なんですよね、遊ぶとか学ぶとか、なんとなく子供たちになんとかしてあげようとか、

思いがちではあるんですけど、何歳になっても、学び続けられる遊び続けるっていうような、そういったま

ちになったら、僕も遊びに行ってみたいなと思います。 

これ展示会のやつですね、僕がバーテンダーとして立ってたんですけども。まぁいいや、遊びを手放した

先の学びとかね、遊び学び続ける時代になっていくよっていうことをメニュー名にしてですね、なんのドリ

ンクなのか全然わかんないんですけど、飲んでみてから、楽しむ、というようなそんな構造になっています。

これ遊び学び続ける時代ってのはカクテルなんですが、うちの町の日本酒にですね、レッドブルを漂わせて、

飲むと羽ばたけるドリンクみたいに、そんなことをやっている人間でございます。 

最後です。子供から大人まで、遊び学び続ける時代に突入していけたら、ハッピーだなと思いながらです

ね、あとぜひ、花巻の皆さんもですね、遊びとか学びとかって言う切り口から街のコンテンツだったりだと

か、チャレンジを考えてくださると、また、違う視点が持てるんじゃないかと思います。以上です、ありが

とうございました。 

  

 

○青木さん 

はい、ありがとうございました。気になることとか地図の中にたくさんあって触れられなかったので、あ

とで、みなさん気になることどんどん聞いてほしいと思うんですけど。おもちゃ美術館がマルカンの２階に

ちょうどオープンしようとしているこのタイミングで、花巻に来たのは、よかったんじゃないかなと思いま

す。いろんなキーワードがあったと思うんですが。 

僕も行ってみました。やっぱり 1番すごいのは３時になると子供たちの隊列が一挙としてそこに押し寄せ

るという。それは、自然発生的に子供たちの軍隊が流れていくような感じで、それを子供たちの安全を守る

ために、お母さんたちが、見守り隊と称して、その時間になるとやってきて、お母さんはお母さんたちで会
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話をしてるんだけど、お茶っこ飲みながらね。子供たちがそこにいて、共同で子供を見守っている状態が、

自然に成立している。すごい難しそうなことを状況作ってから自然成立させ続けているってことは、価値が

あって。そうなると子供とお母さんの集まりができてくるので、さっきの車危ないよねみたいなことになっ

たりとか、周りの大人がこの地域どうしたらいいかってことを考え始めていて、お母さんたちも集まってい

るので、商いが生まれているし、そういう流れを作ることになってる。五城目本当に何もないですよね。 

 

○丑田さん 

ですね。 

 

○青木さん 

本当に福禄寿さんがあるっていうのはすごいけど。 

 

○丑田さん 

ですね、福禄寿と、朝市がある。それくらいですね 

 

○青木さん 

朝市ね。でもいろんなヒントがあったと思います。あとでいろいろ突っ込んでいきたいと思いますけど、気

になったことを紙とかに残しておいてください。人が集まったあとにこそ、こういうことって大事じゃない？

みたいなこととか、人を集めるというプロセスも、西村さん。ご自身の生まれ育った佐賀のことも含めてお

話ししていただければと思います。続けていきたいと思います。拍手で。 

 

○西村さん 

みなさん、こんばんは。今、御紹介にありました西村と申します。今日、今丑田さんの話で、僕も丑田さ

んとただの遊び場見に行ったんですけど、写真の中に、ただの遊び場から子供が飛び出して走ってる写真あ

りましたよね。あれ結構実現するのに、車が通ってない。あれ朝市のときの？普段か。でもけっこうリスク

ありますよね。やっぱり車社会だと。ただ、「ただの遊び場の中で遊んでいるんだからいいじゃん」ですとか

ね。例えば郊外のモールで遊んでいるからいいじゃんみたいな話は、結構あるんですけど。 

ただ問題はですね、街で遊んでるかどうかっていうことが子供たちにすごく大事なんですね。なぜかって

いうとですね、まちづくりってすごく時間がかかる。で、僕も今 52歳ですけど、いずれ僕もそんなまちづく

りとか、こんな、大変な生活してることもできなくなってですね、子供たちにバトンを渡さなきゃいけない。

ところが、子供たちがまちで遊んでないと、たぶんやる意味が分からないんです。なんでバトンを私にくれ

るんですか、と。私はモールにしか行ったことがありません。っていう子供たちがたぶん今たくさん育とう

としているんです。で、これからまちの中にいかに 子供たちがかかわって育って、もう一度自分たちの故

郷をなんとかしたいっていうのを、20年後のためにどうやって育てるのかっていう、ちゃんと考えなきゃい

けない時代が来てるんじゃないかなって。 

 

この写真はですね、僕のワークヴィジョンズっていう設計事務所が東京に事務所があるんですけど、今年

で 20 年、21 年になりました。で、これは僕の故郷、僕佐賀の出身なんですけど、佐賀市のまちなかの写真

です。2014年に僕も佐賀の街中に事務所を作って、ずっとこの通り沿いを集中的に関わってやってきたんで

すけど。最近こんな風景なんですね。で、この写真何かっていうとですね、これ民間の建物です。その横に

道路があって、市の道路があって、市の管理する河川、クリークっていう水路があるんですけど。この写真

は、この建物を僕が民間のプレーヤとして使いながら、道路と川を使い倒して、これ一部、これ民地なんで

すけど、川と一緒になってご飯を食べているっていう。今たぶん街の中に行って、楽しそうだよねこの町っ

ていう風景ってこれなんですよね。決して建物の中だけで行われているだけじゃなくて、周りの公共空間を

いかに一緒に使ってその楽しさが外に滲み出して、街を楽しんでる風景こそが、これに子供たちも、楽しい

よこの町っていうので街に出てくるし、それにつられてお母さんもくるし、じゃあ親父も一緒に行ってみる

かって休みの日はお父さんも来るみたいな、まちになっていくんですよね。 
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ポイントは、公民関係なく、いかに街を楽しく使うかっていうところにある。 

今日僕、お昼過ぎに入って、外の視察に行って、戻ってきて、まちなかに夕方、さっき皆さんが議論して

る間に見に行ったんですけど。1 番、僕、あっこういうことだなって思ったのがこの写真ですね。川沿いを

歩いてるときに建物の隙間にふっとマルカンの明かりが見えたんですよ。これを見たときに、これじゃね！？

って思ったんですね。いや、これよかったですね、ほんとに。絶対よかったと思いますね。この明かりを、

今最上階ですけど、いかに下におろして、皆さんが作った公園、まで広げていくかみたいなことってすごく

大事なんじゃないかなって。 

 

一番最初に僕いうことあるんですけど、この賑わいとか、活性化っていう言葉を使うのやめてください。

っていうことですね。レポート、今日感想書きますよね。ここに賑わいとか活性化という言葉を使わずに、

感想とか、これからの花巻市の未来を書いてみてください。多分手が止まります。いかにこの言葉に頼って

思考停止に陥ってるなっていうことを考えてほしいです。賑わいとか活性化という言葉の中身を考えること

が多分これから大事だと思います。 

もう一つは、人口減少とかスポンジ化みたいな時代になってきてるんですけど、日本史上こういう時代っ

て一回もないです。ですから、過去の前例とか事例の、左脳を使った考え方では、多分まちづくりの方法は

出てこないです。そんなもの考えたって右肩上がりの方法ですから。そんな思考はやめて、1 回そういう事

例とか過去の前例とか全部忘れて、まちを見たときのイメージで考えてほしいです。もう何も全て、もう人

のしがらみとか法律とか全部忘れて、こうなったら絶対面白いと思ったことを今の社会にあてはめたら、で

きてないこと、まず何をやらなきゃいけないのかってことを、出してほしいなって。 

なぜかというと、こっちから考えると、できないルールから積み重ねちゃうんですね。跳ねないんです、

発想が。だから全部忘れて発想したものを、今の社会にあてはめて、法律があるからできないねってなった

ら、今は法律を変えればいいんです。国のレベルではバンバン法律変えてます。地方都市の前例を踏まえ、

今やってるチャレンジ踏まえ、ですね。ですから、とにかくイメージするっていうことを、まずとにかく楽

しむ、ですね。夜、酒でも飲んでリミッター外して、ありえないことをゲラゲラ笑いながら、やってるじゃ

ないですか。あそこに多分、この花巻市の未来があるという風に思います。 

 

で、今、人口減少時代ないって言いましたけども、本当にないですね、明治維新から人口ピークまで 130

年間で 9000万人増えたっていうのが日本の社会の状況です。このころの、特に戦後の、高度成長期に言われ

たテーマというのは「スラム化」でした。皆まちのなかの２階に住んで商売をするから、居住地域がエリア

が限定されて、ぎゅうぎゅうに詰まってたんですね。とにかく、そこにモータリゼーションっていう車社会

が来て、道を広げないと渋滞が起こる。だから道を拡幅し、健康的に暮らすために公園を入れ、さらに渋滞

が起きないように周りにバイパスをつくりという形で、郊外に住宅地を開発してたわけですね。それがこの

時代なわけです。 

ところが、人口が減るっていう時代に、そういう都市計画って要りますか？っていう。もうたぶん要らな

いですよね。でも、なんとなくこの時代にやってきた、でかいビルを作るとか、そういうことのモデルに沿

って、まだまだまちづくりの計画って作られてるんですよ。これ名残です。今この辺だから。多分いずれな

くなります。その先に、国は何を言ってるかというと、コンパクトアンドネットワーク、コンパクトにもう

一回都市を戻して、公共交通とかネットワークでつなぎましょうみたいなこと言ってるんですけど、たぶん、

300 年くらいかかります。それできるまで。間違いなく。郊外の皆さんのお家をほっぽり出して町中に来い

って言われたって、すぐにはこれないわけですよ。でもそれを目指す政策はいいと思うんですけど、その 300

年間、何を考えなきゃいけないかっていうと、とにかく、スカスカに空き地や空き家になったり、スッカス

カになって、でもスッカスカでも幸せだねっていう状況を 300年間我々は楽しむ方法を考えなきゃいけない

です。これが我々が今考えなきゃいけないまちづくりです。コンパクトにするのは結果的に 300年かかるん

ですけど、300年間辛くないですか。その間。とにかく楽しまないとっていうことなんですね。 

 

これがぼくのふるさと佐賀の絵です。駅があって、ここまちなかの商業地のとこで、通りがあって、ここ

にお城があったということで、今県庁があるんですけど。みんな昔はこの辺に住んでて、商売をしてて近く
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に工場もありました。工場とかは今全部この都市計画区域の端っこの方に移されて、工業団地がつくられて、

まちなかに無くなりましたよね。昔は、工場もあって、商店もあって、住んでいて小学校もあって混在した

から、多様性が、ダイバーシティの話ですね。いろんな多様な人が、いろんな職業の人がいろんな生活をし

て、親父さんは近くで飲んでいるみたいなことをしてたから、すごく豊かな社会があったんですね。 

それが全部バイパスをきれいに作ったもんだから、こういう四角い形になっていて、この周辺が全部住宅

の専用地域になって、車っていう道具を持ったもんだから、みんな郊外の安い土地の安いところに戸建てを

持つ生活になっていって。車で通勤をするっていう社会になって、まちなかから人がいなくなったんですよ。

商店街がダメになった理由っていうのは、大型モールができたからではないんです。実はその前から始まっ

ていて、何か原因かっていうと、住まなくなったから。基本は。であれば簡単な話で、もう 1回住もうよっ

ていう考えです。 

ところが、住むって言っても小さな子供から、おじいさんまで全員が住む、多様な居住の環境じゃないと、

なんの持続性もないですね。子供たちが真ん中に住むと、何が問題ですかって言ったら、やっぱり危険なん

ですよ。車が。もう１回その車と付き合うということをどう考えるかということだと思うんですね。 

これが佐賀の絵です。郊外にバイパスがあって、全部大型店のモールが張り付いて、真ん中の商業地がダメ

になっていく。均質な郊外の出来事ですね。均質な郊外ってこれですよね。全国どこ行っても同じです。道

の幅も一緒、車の量も一緒、大体色も一緒ですよね。同じような店が入ってるから。ね。 

こんなところ選ばれますか、っていうことですね。でさらに、均質な郊外ができて、真ん中から人がいなく

なったもんで、スッカスカに空き家だらけ空き地になっていくというモデルが、中央都市のモデルです。こ

こもそうですね、今日歩いたけど。はい。 

で、テーマは今後 300年間のためにスッカスカのまちの幸せな暮らし方を探すっていうことなんです。も

うね、埋めようとするのはやめた方がいいと思いますね。隣の建物が壊されて、空き地になった、やった！

っていう、空き地のあり方ってなんだろな。そこに行ったら、人口減りますから、なんも怖いことないです。

だから、空きの見立てと仕組みを発明するっていう、思考回路に変えていくっていうことが、多分これから

300年間を楽しむ一番のコツかなと思います。 

そんな中、国交省さんを中心にウォーカブルっていう、流行らせようとしています。現実は流行っていま

す。ウォーカブルな通り、まちとか言ってますが、問題は、これを聞いた人たちは何をするかっていうと、

ハード整備するんですよ。歩道広げよう！ってすぐ言うんですよね。それじゃだめです。歩道広げたって誰

も歩かなくて、考えなきゃいけないのは、ウォーカブルが目的化しないことです。なんでウォーカブルにし

なきゃいけないのかっていうことを考える。 

まぁ、さっきの写真からいうと、一番なのは子供たちが安心して歩けるなっていうことが一番のテーマで

すよね。で、ポイントはさらにですね、道の使い方を、その車の道から、例えば子供たちが走れる町に、道

に変えることで、沿道の不動産の価値を上げる、あるいは変えるっていうことですね。 

車だらけだと、どうしても子供たちが来るコンテンツとか、お母さんが来るコンテンツとかってなりにく

いんです。でも、子供たちが走る通りになったら、やっぱり子供たちが来るコンテンツとか、新しいね、コ

ンテンツの可能性が出てくるわけですね。 

例えばこれはアメリカの写真ですけど、車社会、車中心のまちです。でこうやって渋滞したりするんです

ね。で、ここに 1人ずつ乗ってるわけです。これがキュッって寄ると、これだけにしかならなくて、これが

公共交通中心のまちですよね。公共交通ってなかなか維持するの難しいですけど、公共交通をみんなで意識

して使うようになれば、公共交通の経営も成り立つし、結果的に通りが余るわけですよ。その余った通りを

車の通りを減らして、歩道を広げれば、多分子供たちが走れるまちになるんです。 

全部この通りにしろとは言わないですけど、全部車の道じゃなくてもいいじゃないですかっていうことで

す。このまちの中に 1本でも、200メーター1本でも、子供たちが走り回れる通りが見つけられたら、そこは

たぶん全く違う価値を持った新しい可能性がある通りになるんじゃないかなと。 

クリークとか川とかも一緒です。川もこれさっきの、銀行の建物の横の川ですけど、もうドブ川みたいな

川、なんですけど、遊ぶんですよ、とにかく。遊ぶってどうするかっていうと、ここが銀行の建物があると

ころなんですけど、このクリークって言われる水路のいい建物なんです。これいいよねって。ここを、遊び

始めると、沿道沿線の不動産の価値が、ひっくり返るわけです。「え、こんな遊び方して楽しそうなクリーク
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の横だったら、川の横だったら、ちょっとバーやったらいいじゃない」って出てくるわけですね。遊ぶこと

によって。だから、先んじて不動産業者としてはそれを狙ってるわけですよ。もうおばあさんが住んでよう

が住んでいまいが関係ない。これいいよねって言っとく。それがポイントで、そうすることによって、この

川を活用することによる、エリアの価値っていうのが上がっていくんですよね。そういうところの、公共空

間の使い方だったその先、古い町並みがあるところを、300メーターぐらいを徹底的に遊ぶわけです。 

遊ぶと何が起こるかっていうと、この赤いとこ、僕不動産にもかかわってり、それに接する民間の不動産の

価値を一緒に考えていくことが、たぶんまちづくりで一番大事なんですよ。だから平気で他人の家に、これ、

そのクリークが、川がそれなんですけど、平気に他人の家に丸して書いてあったり、バーって勝手に他人の

家に書いたり、こんな過程図を書くんですね。これを地域に配るとですね、誰も反対なんかしないですね。

「こうなるんだったらやってください」って。 

変な固い絵を描くと、これは行政が描いたのか、なんだこれ誰が良いって言ったんだって、なるんですけ

ど。これ、遊びっぽい絵を描いて、とにかく楽しもうっていうスタンスで街を楽しんだ方がいいです。そん

なこと言いながらも、地方都市は車社会だから、みんな歩かない、って大体言われるんですね。 

ところがですね、僕のふるさと佐賀のまち、こんくらい。２００ｍ、３００ｍくらいの大きさなんですけ

ど、その周辺に夢タウンっていう大型の郊外店があるんですね。これ建物だけですけど、実際これ、工事中

の写真ですけど、これくらいの大きさですね。これを重ね合わせると、まちなかと同じくらいなんですよ。

このモールの中、車で走ってますか？走ってないですよね。もう延々歩いて一日中休んで、ベンチで休みな

がら飯食ったりしながら、一日楽しんで、さらに外に出て、駐車場も遠いとこに行きますよね。 

だから、歩かないっていうのは嘘で、「佐賀もんは歩かもんね」っていうんですけど、絶対嘘です。みんな歩

いてます。問題は、歩く楽しみがない、っていうことと、歩く環境が整ってないから、なんですね。やっぱ

り沿道のコンテンツと、ウォーカブルという歩ける状態をどう成立させるかというところがすごい大事で、

そんな中、地方都市は、そろそろ車とどう付き合うかっていうことを考えなきゃいけないなと思います。で

も、いきなり車を手放せっていうのは絶対無理なので、車ですごいアクセスするのに便利なんだけど、１０

ｍいくととすごい安全な場所があるっていうような、場所をちょっとだけでもこの中に、街の中に挿入でき

ませんかていうお話ですね。 

で、問題はですね、道を整備してもダメなんですね。何かっていうと、車に乗らずに、公共交通を使うと

か、ちょっと歩いてみるっていう習慣をつけることなんです。いくら自動運転ができても、習慣づけてない

となかなか利用しないと思う。で、習慣化するためのトレーニングが要ります。ハード整備だけやってもだ

れも乗り換えない。だから、電線も電柱も地中に埋設して、歩道を広くして、駅前通りつくりました、って

いうところに、誰もいません、みたいなまち、山のように見てます。本当に。乗り換える習慣とか、歩く習

慣をつけるというのはすごく大事かなと思ってます。 

でこれが僕のふるさと佐賀なんですけど、もう駐車場だらけです。これ色塗ってるの全部駐車場です。赤

が時間貸しの駐車場で、ピンクが月極で、ブルーが専用駐車場で、だんだん時間貸しの駐車場が増えていっ

て、価格競争になって値段が下がるんですね。値段がどんどん下がるっていうのは、どういう意味かってい

うと、不動産オーナーさんの収益がどんどん下がってるということです。コインパーキングが成立しなくな

ると、月極になります。佐賀の街中で、１台当たり４万円、コインパーキング稼げます。ところが僕が借り

てる月極の駐車場、６０００円です。どんどん月極に格下げになっていって、どんどん稼げなくなります、

というわけですね。で、こんな感じです。全部昔建物あったのに、駐車場だらけになってるっていうのが現

実です。それに伴って、路線価がどんどん下がって、結果的に税収がどんどん落ちて、税収が落ちてるって

いうことは、市民サービスの低下につながって、市民サービスの低下につながったまちからは、人が出てい

くわけです。 

我々は、車に頼って、便利な気がしてるだけだけど、結果的に公共サービスが、レベルがどんどん下がっ

ていって、人が出ていくっていうフェーズに移っちゃってるわけですね。なんとかこれを、ちょっとでもい

いから、赤いところを作っていこうっていう取り組みが、マルカンだったり、中でやってるリノベーション

の物件の取り組みだという風に思うわけですね。 

現実的に、地方都市の駐車場の、中心部の駐車面積が、２０～３０％が駐車場になってきてます。そのな

かで、公園って３％しかないんですよ。さらに道路なんて２５％ありますから、５０％以上を車のために使
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っているというのが現実です。しかもそこに、お金が稼げなくなってる。っていうとても大変な問題があっ

て。 

でも見方によっては、半分以上が駐車場とか道路ですから、この大量に散在する道路や駐車場を、見方に

よっては、素晴らしい使い方をしていけば、都市再生の大きなポテンシャルなわけです。一個一個の民間の

不動産を使っていくという取り組みをしつつ、裏返しの公共空間だったり、空いてしまった駐車場みたいな

のを、面白く使っていくことによって、大きく変わるわけですよね。特に通りとか川っていうのは、細長い

とか、公園はでっかいみたいなのがありますから、その細い、とおりが２００ｍ変わるだけでインパクト大

きいですね。その２００ｍを花巻市の中で見つけられませんかっていうお話です。 

昨年の末、霧島っていうところに立って、鹿児島の霧島市ですね、これが市役所で、これが再開発したデ

パートなんですけど、その周りが、ICチップのように駐車場になってるんですよ。もう、やたら駐車場だら

けになっていて、これが飲み屋街。で講演の直前に街歩きをしたところ、ここに、飲み屋街があって、真ん

中にでかい駐車場があったんですね。１００台くらい停まってるような駐車場。慌てて僕、講演前に緑に塗

りました。みなさんに見せようと思って。仮にこの駐車場が緑になったらどうです？この周りにある。建物

とか飲み屋さんはめっちゃめちゃ価値が上がりませんか？ということなんですね。で、これでもなかなか伝

わんないんで、あらゆる写真をパワポで雑にこうやって塗ってみるわけです。そうすると、周りの建物がめ

ちゃめちゃいい環境になる。この駐車場の１階部分を飲み屋にしたほうがいいんじゃないかとか。 

で、この駐車場を、霧島市っていうところで、１台当たりいくらかなって調べてみると、月３０００円で

すよ？月極で。月３０００円で１００台だったらいくらになりますかって、３０万ですよ。じゃあこの面積

３０万円稼いで、借り上げたらどうなの？仮に借り上げた場合、地域で借り入れても、１００台ですから１

台当たり１００円一日利益あればいいわけですよ。すなわち、人が一人座って、缶ビールを５００円で売っ

たら、利益確定です。 

それぐらい言いたいのは、この巨大な月極の駐車場、まったく稼いでないです。駐車場オーナーはそろそ

ろいらっしゃいましたら月極やめて、違うことに使ったほうがよっぽど稼げると思います。それくらい駐車

場が稼げなくなってますから、こんなもんは、地域で金あげて、地域で運営して、自分たちで公園みたいな

場所を作って、どんどんここでお金を稼いで、もっといい街にするっていう循環に駐車場を活用したほうが、

おそらくエリアの価値も変わるし、周りの不動産の値段もどんどん上がります。そういう場所って、たぶん

これから探せるんじゃないのかなって思います。 

そもそも道路って何なのかっていうと、いろんな法律の中に書いてあります。特にまちづくりに関係ある

のは、道路法ですね。管理側ですね。あと道路交通法ですね。警察。で、建築基準法ですね。建物の接道義

務がありますみたいな、あるんですけど、そんな中で、道路を上手に使っていくための５つのポイントって、

昔は、ハード対応でした。とにかく歩道を広げて、広くすれば人が来るみたいな現実来た時代がありました。

どういう時代だったかというと、みんな週末にまちなかに遊びに来てた時代です。人口が増えてた時代。す

なわち何かっていうと、ハード整備で人が来たわけじゃなくて、人がいたんですよ。人が増えてただけです。

そこにたまたまハード整備をしたから、人がたくさん気になってただけです。いたんですよ、そもそも。 

今、人口が、人が、郊外に行くようになって、人口が減ってる時代に一番大事なことは、下です。民間プ

レーヤーがいることです。沿道も、建物を使って、沿道の駐車場を使って、川を使ってやる人がいて、その

人たちが、マグネットになってお客さんを呼んでくるみたいなのがいない限り、道路整備したって誰も来な

いです。公園整備も同じです。誰も来ないです。プレーヤーがいなければ。 

だから一番下が大事で、あとは組織ですね。民間の組織と行政の組織。さらに、その公共空間を使うため

の規制緩和、みたいなのがあって、初めて、それを社会実験しながらハード整備をするのが一番の流れ方っ

ていう風に思います。 

ハード整備で、国交省レベルでなにが議論されているかというと、これ国交省の道路局っていうところで、

議論されている話なんですけど、道路の中で、今まで道路っていうのは歩道空間であっても、移動するため

の空間ですね車道は車が移動するための空間。歩道は、歩行者あるいは自転車が移動するていう空間で、止

まってちゃダメなんですよ。あれ止まったらダメなんですよ。道路の中では。例えば止まって商売をしたら

ダメですけど、移動しながら売るぶんにはいいんですよ。だからずーっと移動しながら売ってれば、なんも

文句言われないんですよ。わかりますね。で、道路局で議論しちゃうと、縦割りの中で、ここの今いい議論
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は、賑わいを目的視した空間っていうのを、歩道空間の中に定義づけようとしてるんですよ。滞留してもよ

い空間っていうのを、定義づけようと道路局がやり始めました。 

ところが問題は、道路局では、どうしても歩道って言っちゃうんですね。歩道って言うと何が問題になる

かっていうと、道路管理者が良いって言っても、警察がダメっていうんですよ。道路交通法がかかってるか

ら。我々の課題はいかにして道路交通法を外すかっていう、ことなんですね。 

僕がずーっと言ってるんですけど、国交省に。歩道を広げるのはいい、と、でも歩道を広げても、警察が

ダメっていうから使えませんっていう自治体がいっぱいいるわけですよ。だから僕は、一番下のこの辺のこ

とを言っていて、車道を狭めるのはいいです、で歩道を広げるのはみんなやってるんですけど、僕は歩道を

減らせって言うんです。歩道３．５ｍって書いてあるんですけど、道路構造令っていうものの中には、歩道

の幅員っていうのは２．５ｍ～３．５ｍでいいって書いてあるんですよね。別に６ｍにしろっていうことは

書いてない。だから僕が言いたいのは、道路を狭めろと。で、建物際は、広場にしろと。ずーっと線状広場

に。 

で、そん時に課題になるのは何かっていうと、建築基準法が大事なんです。建物の接道義務があります。

広場じゃダメなんですよ。ところが、建築基準法の第４３に但し書きていうのがあって、公園とか川とか、

ずーっと安定的に将来公共的に存在するものっていうのは、みなし道路、道路とみなしていいっていうこと

を自治体の長が認めていいって書いてますね。 

だったら、花巻市がこの線状の広場を道路とみなしますって言えば済む話で、そうすると、ここから警察

の管理が外れます。すなわち、道路の管理者がＯＫって言って、国交省が作っている都市再生整備計画に基

づく都市再生整備法人が、きちんと認定されて運営すれば、お金を稼いで良ければ、テーブルを日常的に出

してもいいとか、普段使いができる道路のような広場ができるというわけですね。 

こういうことをどんどん国に言えばいいんですね。実験をしながら。そういうことを考えたほうがいいな

と思っていて、それによって公共空間が民間のちからで楽しく使われて、お金を稼いで、もう自治体にお金

がない時代ですから、道路の管理を民間がその広場の分をやりますみたいなことをやっていく時代がやって

きているっていうのが。今の公共空間の実情です。 

民間がお金を稼いで、道路で商売をしながら、維持管理をするって何か、っていうと、新しい仕事ができ

るっていうことなんです。今まで、道路で仕事なんかできなかった。維持管理しかできなかったんですけど、

商売をする、仕事ができるんですよ。そうすれば、若い人たちだって、そういう面白いことだったら花巻市

でやりますよって言って、もう一回戻ってきますっていう人も出てくるだろうし、何より市民が公共空間の

当事者になるっていうことですね。行政の場所だと思ってたのに、自ら自分たちが公共空間の当事者になっ

ていくっていうフェーズが、これからの地方都市では一番大事なことかなという風に思ってます。そういう

循環によって公共と民間が、連動しながらいい循環を作る。とにかく花巻市の中でお金を外に出さずに、い

い公共空間を使いながら、循環を作っていくことが大事かなということと。 

もうひとつは、無理しない日常を支える仕組みを作るんですね。もういちいち、警察に使用許可とか、営

業許可とかもらいながら、手続してもう大変な思いで色々交渉してイベントできます、みたいなことをやっ

てるうちは、続かないと思います。そうじゃなくて、警察の許可なんかなくても毎日テーブル出して、酒飲

んでいいぜみたいな、日常をどうやって作るかが、一番考えなきゃいけない。 

さらにもう一個いうと、マネジメントしないでっていうことです。それぞれのお店が普通に出してる、っ

ていう、あの路地空間のようなですね、いいのかどうかわかんないけど、普通に飲んでますっていう状況を

どうやって作れるかっていうことが、すっごい大事だと思う。ですからこれから社会実験とか、イベントと

か、やられると思うんですけど、そん時にはこのことを考えたほうがいいです。どうやったら無理しないで

できるのか、マネジメントをやめるにはどうしたらいいんだろうっていうことを考えながらイベントをやる

ことが大事だなという風に思います。 

その中で、１ｍっていう、さっきの広場の幅をポイントに社会実験をやってるのが、岡山市で関わってる

んですけど。県庁通りっていうところの、デザインミーティングっていうのをやりながら、軒先１ｍの日常

を作るっていうことをうちの会社と、レイデックスっていう岡山にいる明石くんという方と一緒に連動して

やってます。  

で、何事だったのかっていうと、で、実は最初に僕んとこにきました。東京の品川に、岡山市さんが。来
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た時に、この絵をもってきて、一歩通行２車線を１車線にしますっていったので、こういう絵を描いて、こ

れから実設計をするので、デザインのアドバイスがほしいって僕んとこ来たんですよ。僕、はぁ？って言い

ましたね。いや、デザインって言っても誰が使うんですかって聞いたら、「いやー…」、っていうんですよ。

なんで１車線にして歩道を広げたんですかって聞いたら、「いやー…」って言うんですね。なんでなんですか

って言って、いやー…って言うかっていうと、建設する、つくることを担当している部署の人なんで、なん

でそれを一車線化するのかっていうことがよくわかってない人たちだったんですね。これが行政組織の問題

で、なんらかの理由でこうしたんでしょうけど、作る理由がわからない人たちが整備しちゃってる。しかも、

使う人たちのプレーヤーの発掘なんて一つもしてない。歩道を広げれば使うだろう、っていう整備の仕方を

していて、ちょっと待て、と。そんなもんで部材もくそもないと。まず、岡山に行って明石くんっていうや

つがいるからそこに行って来いと。 

という形で差し戻しをして、実は去年の暮れからやり始めました。何をしたかっていうと、社会実験をし

たんですね。この通り駅があって、イオンがあるんですけど、この県庁通り、があって、最初僕このへんで

レクチャーをしたんですよ。で、ここに川があって、この通り沿いには結構若い人がいて、頑張ろうとして

いる人たちがいると。じゃあこの通り、歩道広げてどうすんだっていう議論をしようぜっていうことで、こ

の辺をクローズアップしてみるとですね、この辺でレクチャーをしたんですけど、目の前をみたら駐車場だ

らけなんですよ。ワンブロックが。しかも、これ４つの駐車場くらいに分かれていて、全部バラバラの駐車

場なんですよ。で、これって、ばらばらに運営してるけど、一つのでっかい駐車場にしてもっと効率よく車

が入れるようにすれば、絶対この通りに面した部分って、別用途に使えますよと、いう話をしたんですね。 

それが、そういうことを国に言ったら、コモンズ協定って作ってくれました。このバラバラに連帯してい

る駐車場にみたいなのを、一つに、別々のオーナーがね、連帯してシェアを、駐車場にして、１つにすると、

２１台の駐車場が平気で入るんですよ。でさらに、通りに面したところのメインストリートに対しては、広

場とか民間に貸したりすることによって、駐車場から外から見えずに、後ろから一か所に集約して車でアプ

ローチして、すぐ広場とか民間に対して、この通りについてはそんなに車が通らなくても、安全な通りに変

えられるということを国交省が支援しますっていうことを作ってくれたわけですね。 

この理念っていうのは、駐車場をいくつかのオーナーさんでシェアして、共有して経営を効率化して、か

つ駐車場台数は、同じ台数は平気で入りますから、駐車場の利益を侵さずに、道路に面した部分だけ適正な

土地料に転換して、エリアの価値を上げて、利用者が使える、使える駐車場に変えていくっていう方法なん

ですね。だから、駐車場だらけのまちって、めっちゃチャンスですよ。本当に。と、思います。 

この駐車場に対して、この通り沿いについて、なんかやろうということで、デザインミーティングってい

うのをやりました。何をしたかっていうと、駐車場で、レクチャーをして、議論する、とかですね。駐車場

で、みんなのこの町のことを考えるみたいなことを、駐車場を使ってやったり、通り沿いに、後ろ駐車場だ

けど、お店を出してみて、車がいても、見えなきゃいいでしょみたいな形をやってみたり。とにかく一歩中

に入って、駐車場の１区画を借りて、車停まってますけど、フェンス外してやってみるとか。こういうチャ

レンジをしながら、とにかく一皮だけでもやってみると違うんじゃねぇのっていうことを社会実験でやって

きました。 

今年は、その１ｍ幅、道路の１ｍ幅を何とかして使わせてほしいっていうことで、１ｍにこだわってこの

通り沿いで、沿道のお店に声かけていって、１ｍあったら使う店ありませんかっていうことを言って、使っ

てくれる店だけ、道路にですね、実は、テープを貼って。テープを貼るだけです。この間は、社会実験中は、

お店側が使うんだったら使っていいですっていうテープを貼って、出してみるっていう社会実験をやってみ

たんです。こうやって。出してって。これジュース屋さんなんですけど、こうやってジュース飲んでくれた

り、アパレル多いんですけど、アパレルのとこも服出してたりですね、こういうことをやるとやっぱ違うん

ですね。 

で、これ岡崎市でもやりました。岡崎市でやった時には連尺通っていうところでこうやってテープを貼っ

て、人工芝を張ってテーブルを出してみたり、仕事をしてみたり、飯食ってみたり。けんけんぱ、描いてみ

たり。すると、こうやって。やるんですよ。こういう子たちが、通りに現れるんですよね。飲み屋の前では、

１ｍテープを貼って、テーブルを出してみたり、すると、こういうことが起こるんですね。夜に。何が起こ

ったかっていうと、これインディケーター。この土日二日間社会実験。２日間合計でこういう数字がでまし
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た。これ何かっていうと、たった２日間で、栓が開いた、ワインディケーター。２６３本も、２日間でこの

店だけで売れる。お店の人たちは、いや、１ｍ出してこうなるんならやってください、って言ったんですね。

道路をたった１ｍ使っただけでこんだけ収益性が上がるっていうことを、実感してもらったんですね。 

で、オランダとか行くと、海外って結構テーブルって日常的に出してますよね。でもよく見ると、舗装パ

ターンがなんか違うんですよ。わかります？微妙に違うんですけど、椅子の足が１本も出てないですね。た

ぶんなんかのルールを決めていて、それに合わせてハード整備の舗装パターンも自分たちでルールーを決め

ていて、ちゃんとみんなルールを守りながら。テーブル出して日常的に過ごしてるんですね。こういうこと

を日本社会でも、目指していければいいとは思っていて、岡山ではまだまだ、そのルール作りとか、チーム

作りとか、実設計をやるっていうスケジュールに合わせてやってますから、実設計止められないですから。

止めてないですよ。やりながら、その想定をして、チームビルディングをして、とにかくこの１ｍちょっと

は使えるように舗装パターン変えていこうぜってことを先んじてやっています。こんなことをスケッチしな

がら、絵を描いていくと、この辺の舗装パターンを道路際と建物側と変わってるんですね。まだまだルール

作りがこのあとありますから、後付けになると思うんですけど、そのことを想定して社会実験をしながらハ

ード整備が先行しちゃうんですけど、先にパターンを変えておいて。 

なんで舗装パターンを変えておくことが大事かっていうと、誘導ブロックとかの位置を、建物から話して

おかなきゃいけないんですね。普通は近くにしちゃうんですよ。あれが近くにあると、テーブル一切出せな

くなるんで、最初からそのルールに基づいて誘導ブロックを外側において、ちゃんとテーブルとか出せるよ

うな状態を作っておくっていうことを、前後逆になったんだけども、やっているっていうのが現実です。 

で、さっきこの絵がありましたけど。例えばね、さっきみたいに、公共交通を中心になって歩道を広げたら、

こんなに公園のような歩道ができるわけです。で、さらにこれと合わせて、例えば公共交通中心の道路にな

って、すこしでも車がちょっと一本後ろに回ればいいじゃないですか、で、自動運転社会が来ますから、公

共交通の運営も、色々とハードルが下がってきてるわけですね。 

大事なことは、沿道のコンテンツと連動しているということです。ワインを飲む人たちがバッて出てくる

ほどの、コンテンツを合わせてやりながらやっていくっていうことが大事で、境界を曖昧にする。テーブル

が出たり、なんだか歩道だかなんか店だか分かんない状況をいかに作っていくかっていうことと。 

今日歩いてきた風景を考えると、奥に広場があるわけじゃないですか。ね、このまち。花巻の通りがこう

なったらいいなっていう僕の勝手な妄想ですよ。さっき撮った写真ですけど、ここ。ね。ちょっとでも広げ

て、このお店がバンバン出てきて公園と連動して公園のような通りになるだけで、マルカンとあの公園をつ

なぐんです。そのチャレンジを、ちょっと発想を変えてやれるかどうかっていう、ことですね。あと、運営

をいかにシンプルにするか。イベントはいくらでもできるんですけど、運営を楽にしていかなきゃいけない

っていうこと、この花巻にしかない日常っていうのことがすごい大事かなという風に感じます。 

あとちょっとですね。バッといきます。で、佐賀の話。僕１０年くらいまちづくりをやってきました。え

ー町中、これ城内ですね。３００ｍくらいのところが、僕のふるさと商店街、こんな感じです。でした。９

年くらい前。廃墟です。１年中旗日です。なぜ下ろさないんだ、っていう。で、昔こうでした。で、反対か

ら見たらこうで、赤いじゅうたんがずっと敷いてあって。いつ天皇が来たんだっていうね。はがさないもん

だから、勝手にはがれるみたいな。こんな感じで、建物もなくなり、もうほとんどシャッターで。銀行の建

物も、さっき写真見た、もうシャッターが閉まっています。で、商店街が破産をしました。破産をしたので、

アーケードを補助金で取っ払ってるようになって、もう僕のふるさとの記憶がないんですよ。もうどこだか

分からない。 

でも、佐賀市さんから何とかしてほしいと。何とかアイデアをくれと言われたので、やることにしました。

なんでやることにしたかっていうと、僕が子供のころの記憶があるからですよ。記憶がなかったら絶対やら

ない。思い出がなかったら絶対関わらないです。でも、僕は、この町に記憶とか思い出があるから本気にな

りました。子供がいかに関わるかってこういうことだと思います。 

最初に書いたこれなんですけど、薄いグレーが建物で、濃いグレーが駐車場です。もうどこが中心だかわ

からないくらい駐車場だらけになって、佐賀の街中にはさっき紹介した水路みたいなのがいっぱい、ドブ川

のように存在してます。でもいっぱい存在する川みたいなものは、使い方とか、水の環境が良くなればもの

すごく価値が上がると感じたんですね。で、最初に書いた絵は、真ん中のこの辺の僕が子供のころ遊びまわ
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ったエリアの駐車場を緑に塗りました。勝手に。いろんなこと言われました。人ん家塗りやがって、とか。

でも、妄想ですから。しかも民間なんで、いやぁ妄想なんだよ、っていうわけですね。これ行政が書いたら

大変なことになりますよ。補助金くれるんですか、ってすぐ言う人が出てきます。だから、行政の人絶対書

いたらダメ。民間の人が書く。 

 で、これ超妄想なんですけど、こうなったら、この中って子供達居そうじゃないですか。こういう事から

始めることです。どうやったら駐車場をオーナーが原っぱにするのかって考えればいい。でも現実的に駐車

場はどんどん稼げなくなってる。どんどん下がっている。いよいよ駐車場よりも共同で原っぱにした方が稼

げるってことが地方都市には生れてきてる。でも東京は絶対できない。銀座 6丁目では 1時間で 2千円取ら

れますから。でも花巻だったら、できる。東京に先んじて、日本で一番最先端のことできるのは、佐賀、そ

して花巻。 

で、言っても分かんないので始めたのが、わいわいコンテナっていうプロジェクトなんですね。事務所を

ここに構えて、今僕らが 10年間やってきたとこです。その 1番端っこ、これは駅前のとおりで、1番離れた

商店街の端っこのとおりでやり始めたこと。で、最初にやったことは、こっちの建物無くなった、やった、

稼げるっていう空き地の使い方を考えようという事でした。そして、これがわいわいコンテナ２っていうの

をやってます。市が空き地を借りていて、そこにコンテナを実は民間の工務店が自腹を切ってつくっていま

す。それを行政にリースで貸していて、回収するという社会実験。最初 1年で終わるはずが、やめられなく

て 8年もやっているので議会から、いつまでやってんだと言われる。けど、アンケート取ると残してほしい

が 98％、あとは狭い、と言われる。広げていいのか、っていうのはあるけど、やっぱり実験をしながら、ニ

ーズを広げていくということですごくあるかなというふうに思います。 

最初わいわいコンテナできたとき、クリークが見えるように、って作ったんですけど。そしたら新聞記事

がありまして、衝撃的な声が載っていたんですけど。「まるでセーヌ川みたい」。これは絶対違う、全然違う

んだけど、ちょっと環境整備するだけで、例えばそこにある川とかがセーヌ川に見えたりするわけです。そ

ういうふうな思いを持ってるようなプロジェクトにどうやってやっていくことが大事で。実際このわいわい

コンテナやったら子供達が来るようになりました。夜の飲み屋街に子供の声がするようになって凄い明るく

なった。しかも、その近くにある饅頭屋が凄く売れるようになって、このおじさんはニコニコです。本当に。

しかも自分のもってた不動産が使われるようになって、子供と一緒に来るお母さんたちが保育園の話をした

り子育ての悩みを話せる場所がまちの中にできたわけです。 

責任をもってオーナーさんから空いてる土地を借りて、話をして芝生を敷くんです。しかもオーナーさん

から借りて、ホームセンターで買ってきた芝生を子供達が自分で貼る。こうやって子供達にまちなかを体験

させることで、子供たちは記憶を、芝生はったよね、何か怖いおじさんが出てきて怒られたよね、とか記憶

を持つことによって、まちづくりのバトンを子供達が受ける子に育つと思います。やはり将来のまちづくり

のバトンというのは、子供たちだと思います。こうやって、当事者をふやすっていうことがすごく大事じゃ

ないかなというふうに思います。 

はい。飛ばしますけど、最後になりますけど、僕は最近 1番面白かった風景は、空いてる土地の芝生でこ

ちらは子供がサッカーをした。商店街って商店がある場所なんだけど、子供がサッカーすることになってし

かも家族でお昼ご飯食べて、もうどうせ空くんだから、空きをいかに家族で楽しんで使って、結果町の商売

の循環に繋がっていく、それが空きを楽しむ未来っていううんじゃないかなって思います。 

で、僕ら 10カ所ぐらいアンカーを打ってます。その中で、事務所ここにありますけど、ビルの再生をした

り 400 坪の再生をしたりしてきて若者が集まってきたということもあるんですが、1 番最初の情報は僕がベ

ーグル屋さんを始めたってことです。その話をちょっとしたいと思いますが、何かというと、この通りが車

が通らない道ですね、でも駐車場が面してて、このお母さんと子供達にとっては最高のとおりなのに、なん

となく車が見えてて嫌だな、思ってます。このようにですね、の事務所がここです。車が通らないので、わ

いわいコンテナがここなんですけど、実際にある新しくあるスポーツ屋とラーメン屋の後ろにちゃんとした

駐車場があります。ここの駐車場に面してるんですけど、さっきのコモンズ協定の話で、ここの一角ぐらい

貸してもらってもいいんじゃないですかっていう。後ろから車入ってくるから。でですね、こう見えてる、

一番後ろの入り口の突き当りを使おう。貸してくださいっていうことをオーナーさんに言ってます。実は二

つの駐車場が連単していて、これ一つにしたら車入りますから、って話をずっとしてから、なんとなくここ
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を貸してくれることになって、僕が建築家なので建物たてることになって、新築の平屋の小屋を建てて、テ

ナントいませんか？って立ててから言ったらダメですよね。先にテナントを見つけなきゃならない。で、僕

が 10 年間、まちづくりやっている成果は、すでにここにプレーヤーがいるってこと。10 年やってると育っ

てるんですよ。プレーヤーが育って、最初小さく始めた人たちが、お店狭くなったねとか、2 件目が欲しい

ねとか、2拠点がいいから東京から戻ってきたんだとかそういう人が 10年やってると現れ始めます。 

その人たちをまちの中でフワーっと見てたら、子育て中のお母さん 2人がスージーポケットっていって、

お母さんたちの集団を束ねて代理販売をやっている二人がいるんだけど。最初小さい店だったんだけど、今

や 35人位のお母さん方になっちゃって、狭くて困ってるんですって言ってたので、ここで一緒にやろうよっ

て声かけた。どうやったら子育てしながら教育的にも良くて、趣味の雑貨をつくれて、しかもパートの仕事

も続けて稼げますかって、どうしたら両立できるかって話を聞いて、この場所づくりを始めました。それで

雑貨屋さんはオープンして、ここは車が通らない通りで建物がちょっとセットバックしてすごく安全な広場

みたいになっていて。お母さんたちはあんまりお金払えないので、月 4万円位しか払えないので、借地代は

5 万だし、しょうがないから僕がベーグル屋をやって、やる理由はいろいろあるんだけど、僕が収益をここ

で稼ぐので、お母さんたちにお願いしたのは、働き手を供給してくださいって。35 人も働き手がいるので、

うちで働いてくれれば作家をやって稼いで、ここに子供達が帰ってくるわけですから、こういう恵まれた環

境が作れるからって言って始めました。お金は投資額 1000万位かかりますから、木造平屋トタン張りって決

まってくるけど、こういうモノでもかっこよく作れるって実は実証していって、さらに 1/26にオープンする

けど、いきなりオープンしましたって言ってもお客さん来ないので、一昨年くらいから通りを使ったマーケ

ットを始めました。 

何でかっていうと、この雑貨屋さんとベーグル屋さんの作る世界観のプロモーションです。で、何をした

かっていうと、ここの駐車場の前に100台、また自腹で屋台を作ってこういうマーケットをやりました。自

腹で作った屋台は、実は雑貨屋さんがやってる「スージーポケット」っていうお店が、めちゃめちゃいろん

なとこでマルシェに呼ばれていて、もう、引っ越しかのように雑貨を背負って出かけていくんで、マルシェ

にね。だったら、この前でマルシェやってよって。俺が屋台作るから、それ借りて、っていう形で僕は屋台

の投資回収をしてます。実際にこれレンタルしながら、こうやって手作り雑貨屋さんのお店をやってて、こ

れべーづるに使うチーズ屋さんです。ベーグルに使う農家の方々が、お店を出して、ベーグルを出すことに

よって1次産業のPRにもなる、っていうプロジェクトなんですね。で、目の前の広場みたいなところに人工

芝を張って、実際に子供たちが転がって過ごせるんですよっていうことを2年前からプロモーションして、

じつは今環境を作り始めているっていうわけですね。 

で実際に作った動画がこれです。この時作ったものです。これを実際にやった時に初めて出たお店のマー

ケットの写真なんですけど、たった7店舗しか出てないです。うちにスタッフに言った言葉は、とにかくた

くさんお店集めなきゃいけないっていうのはやめろと。自分たちがやりたいと、この場所でやりたいってい

う人だけに声をかけて集まってもらえよって。そうしないと、無理やり100店舗集めて一生懸命やってもで

すね、結局ですね、自分やりたいっていう人でなくて出てくると、クレームだらけだったり、運営するのが

大変だったりするんですね。そうじゃなくてやりたい人だけ集まってやろうっていうことから始めようって

いうことで、実は始めてるわけです。とにかく気の合う仲間が集まれば、こうやって子供が遊んでるってい

う風景、これが我々が目指してるこの通りの世界観ですよってことを2年前から伝えるっていう、ことです

ね。 

飛ばしますね、時間ないんで。っていう感じで作って、とにかくこれに関わる、当事者、僕だったり、お

母さんだったり、子供だったり、まちの人だったり、行政だったり、生産者の方、みんなにメリットがある

んですね。みんなにメリットがあって、それぞれ何かしらの収益だったり、行政は労力、僕らは維持管理だ

ったりっていうことを言ってるわけですから。当然これを育てたほうがいいってなってるわけなんですけ

ど、とにかく子供たちとお母さんたちのやりたいことができるまちを 作りますっていうコンセプトで、や

って、上棟して実は去年餅まきをしました。この時に集まってくれた人はこんなにたくさん集まってくれた

んですけど、実はこの時一週間前に佐賀で水害があった時なんですよ。大水害が。で、そん時に餅まきする

かすごい悩んだんですけど、餅まきって、実は厄を払うってことなんですね、ですから、建物の敷地の上棟

なんですけど、佐賀の町の厄を払いましょうってことで、やらせてもらいました。で、屋根に上がれるのは
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男の人しか登れなくて、僕とうちのスタッフが上ったんですけど、これ怒られてるわけじゃないですけど、

これ神事です。神事でやって、屋根の上でやってる。それでね、これを下で市民の人が見てるんですよ。そ

うすると、やめられないですね。これ責任あるわっていうこと痛感します。で、実際に地域の応援があるか

ら、こうやって未来が明るくなるっていうことがあって、１０月２０日にオープンをしました。で、そうな

ったかというと、ビフォーがこれで、こう。建物ができて、平屋のトタン張りの小屋です。実際にこうやっ

て風景になったんですけど、１１月、去年の11月にまたストリートマーケットをやったら、雑貨屋さんがで

きて、ベーグル屋さんはこれからオープンなんで準備してるんですけど、外でレクチャーをやってもらった

ときに外を見ました。あの廃墟だったこの商店街が、こうなった瞬間を見て、僕21年間設計事務所やってき

て一番いいことしたなって思いましたね。すごく小さな建物なんですけど、自分でリスクを負ってお金を出

して、街の人たちと一緒にやって、お母さんたちとこれができたことがすごいよかった。これでしたから

ね。と思いました。実際に集まってる人達は子育て世代ばっかりです。車が通らないので安全で、実際にオ

ープン前に子供たちに開放したらこんな風景になって1月24日にベーグル屋さんもオープンするんで、こん

な風に一生懸命作ってるんですけど、実際ここに、これ僕の子供です。連れてきて、うちの子供二人なんで

すけど、何を言いたかったかっていうと、前に車が通らないから、扉開けっ放しでも全然平気です。しか

も、誰かがみ見てくれてます。知ってる人が。10年くらいやってると知ってる人ばっかりになります。で、

うちの子供もこうやって平気で饅頭屋さんを指さしたりすることができて、本当にいいなぁと思いました。

で、夜になると、実はここにプロジェクター仕掛けてあるんですけど、映画が見られます。ここに、映画が

見れて、子供たちは夕方になると普通に映画が見られる状況を反対側の建物に映す。ちょうどこの時ワール

ドカップやってたので、だんだん夜になると大人の世界になってきて、みんなで酒を飲んで、子供たちは帰

ってこういう写真が撮れると、いうことが１０年経ってようやくできるようになりました。 

なんで僕が故郷とはいえ、ここまで相当責任もって、そうとう借金しょってます。このまちだけで、ぼ

く、1億くらい借金してます。それでも投資回収がしっかりできてるから、なんも怖くないし、仲間がいる

からなんも怖くないけど。やっぱりなんでやるかっていうと、故郷だからですよね。 

皆さん自身で花巻のことをやっていくっていうことを本気でやるっていうことが、多分すごい大事なんじ

ゃないかなという風に思いました。で、今やってるのはこの２００ｍなんですけど、次の展開、２００ｍっ

ていうのがあって、ちっちゃなエリアから始めると、あっという間に風景変わります。それを見せながら、

徐々に次の広いエリアに展開していくっていうビジョンが必要だなという風に思っています。 

とにかく、最初に申し上げましたが、超人口減少時代なんか今まで一回もないです。誰も経験したことな

いですから、前例がないことをやってください。前例がないことを、リスクの大きなことを侵さず、実験み

たいなことから始めて、ローリングしながら実際に定着させるっていうことがやり方なんじゃないかなと思

います。そこには多分発明が必要です。そしてとにかく、人です。皆さん全員が一人一人できることをやっ

たら絶対に変わります。最後に言いたいのは、当事者たれ、と。マルカンビルに行ってきました。まちづく

りの当事者になって顔をはめてきましたので、ぜひ、みなさん頑張っていただきたいなという風に思いま

す。以上で終わります。ありがとうございます。 

 

〇青木さん 

ありがとうございました。まさか、東大を出てあんなことをしてるとは。当時西村さんのご両親は思いも

しなかったでしょうね。 

あの、空き地で遊んでましたね。空き地を楽しむ。空き地であることを悲観せずに、楽しんで、小さな入

り口、１ｍからとか、1つのフェンス外すだけとか。そっから沿道の風景を、状況を作りながら、地域の人

と変えていって、結果として民間投資を呼び込むと、いうことをやってるんですね。自分一人じゃなくて。

いろんなプレーヤー、仲間探しをしながら、仲間集めもそうですね。 

多分最初の3年くらいは頑張らないと、なかなかその価値は伝わってこないんですけど、もうこれ3年くら

いやってますよね。そろそろ多分いいよねっていう情報が伝わってるし、さっきも、だいぶ変わってきたっ

て、さっき手を挙げてましたけど、こっから急に人が集まってくるフェーズに移っていくかなという風に思

います。 

本当に花巻でいうと、広場ができたことで、広場とマルカンの間っていうのは、ちょうど２００ｍくら
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い。ちょうど住みやすい。あと、駅。リットワークプレイスから来て、駅からあそこから、まぁ小友ビルだ

ったりだとか、大通りの一丁目二丁目くらいのところで、２００ｍくらいとか。なんかポイント絞りやす

い、わかりやすいのが見えてくるなぁと。ねぇ川もあったし。川。川汚いっていうんですよ。花巻の人、プ

ロムナード。佐賀のほう汚いですよね。 

 

〇西村さん 

佐賀の川のほうがよっぽど汚い。 

 

〇青木さん 

めちゃくちゃ汚いですよ。 

 

〇西村さん 

広角レンズ使ってるから広そうに見えるけど、めちゃめちゃ狭いしね。でも狭いところを、誰も通らなか

ったのに、サップが来たりしておばちゃんたちが洗濯物をきれいに干したりしてるんですよ。ちょっと意識

が変わるんですよね。 

 

〇青木さん 

全然変わりますよね。ということでいろんな参考になる話があったと思います。みなさんの中でインプッ

トは2つの話で、めちゃくちゃあったと思うんで、ちょっと15分くらい、20分まで休憩取って、20分じゃな

いな、25分まで。休憩取って、トイレとか取りながら、さっきの用紙？用紙書いて回収に周りますので、書

いてまわしてください。で委員の方、その話から始めて会場の方にもね。ぜひ、そういうなんかご意見を賜

りたいと思いますので、じゃあまず20分まで休憩取らしたいと思います。お二人に大きな拍手を。ありがと

うございました。 

 

（休憩） 

 

〇青木さん 

はい、では時間になりましたんで、始めていきたいと思います、よろしいでしょうか。シーンとする必要

もないので、わいわいやっていきましょう。わいわいね。あらためて、丑田さん、西村さんありがとうござ

いました。すごい反響ですね。すごいです。 

で、あの、遠藤先生あたりから。「じじばばたまり場」って書いてあるんですけど、文字はあったんです

けどそんなに言及してないと思うんですけど、どんなことをされたんですか。 

 

〇丑田さん 

あの、けっこう朝市が盛り上がってたりとか、子供たち若い子が、遊びとかやったりすると、じじばばが

「俺たちが俺たちのたまり場を作る」っていって。 

 

〇青木さん 

もう対抗意識がね。 

 

〇丑田さん 

そうなんですよ。まちで一つみたいになると、気持ち悪いっていうと怒られるかもしれないんですけど、

なんか画一的になりすぎちゃって、居場所が、なんていうんですかね、安心できる場所ができなくなる現象

って必ず起きるんじゃないかと思っていて、じっちゃんばっちゃんたちは別になんか、賑わってくれたら嬉

しいし、いいんだけど、自分たちが自分たちで使える場所も、隠れ家みたいに作ってみたいねっていうの

で、その通り沿いにあったおじちゃんが持ってた使ってない場所を、みんなで掃除して、そこに毎朝たまる

んですよ。10人くらいで。僕らのつながりで街に遊びに来てくれる人が、それこそあれですよ、清水義次さ
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んがあの、ちょっと早く着いて、僕がまだ到着する前に2時間くらい早く着いちゃって、街を歩いてたら、

その古本屋の通り沿いにある古本屋の、個人でやってるおじいちゃんのとこに、ふらっと入ってたらなんか

バイブスが合ったのか、なんか秘密のたまり場があるだよって。連れていかれて、そこで2時間くらいずっ

とお茶してた。旅人を吸収してくれるような、それは全く計画的ではないんですけど、そういう余白みたい

なのを作ってくれてたりして、結構僕らにとってはすごく大事な場所になってるっていう、そういう場所で

す。 

 

〇青木さん 

何してたの？語り合ってたの？  

 

〇丑田さん 

そうですよね。毎日しゃべること何あるんだろって、感じなんですけど。でもなんかお茶飲んで、世間話

して。でも、結構、なんていうんですかね、知識人が多い。そこのたまり場は知識人が多くて、大学の先生

やってて退職して、秋田弁とか言語の先生なんですけど。秋田弁にめちゃめちゃ詳しい先生とか、あと本好

きのおっちゃんとか、そういう読んだ本の話とか、そういう話をしているのに出くわしたことはあります

ね。 

 

〇青木さん 

なるほど。ちょうど遠藤先生のとこだったんで、大学の、AIU、国際教養大学で五城目と世界一周ってあ

ったじゃないですか、あれ富士大学とかも一緒にやろうとか、どうですかね。ねぇ。いいですよね。留学生

だけでなくて、スポーツも経済も、大学生のまちなかの子供たちと連携して、一緒にやるみたいなのはでき

てもいいかなと。ヒントをもらいましたよね。 

すごくいろんなことを書いてくれたのがあるんですけど。一番初めに出してきた小友さんあたりに聞いて

みたいんですけど。小友さん、取り入れたいこと、「小学生や中学生をまちなかで遊ばせたい」「駐車場の

別の使い方を提案していきたい」どうでしょう、具体的にどんなことできそうですかね。 

 

〇小友さん 

花巻小学校っていうのがすぐ近くにありますし、花巻幼稚園っていうのもすぐ近くにあるんですけど、僕

らが過ごしてるときは、まちなかで遊べた。それこそマルカンの中で鬼ごっこしたり、かくれんぼしてたん

ですよ。更衣室の中に入って遊んでるとか。そういうのをやってたんで、確かにその風景って今見ないよね

っていう感覚はあるんで、それをどう戻すというか、発展させれるかっていうのはちょっとやりたいなと思

いましたね。 

 

〇青木さん 

駐車場の使い方はいろいろできそうですね。実際マルカンやるときも駐車場をいろいろやってたけど。 

 

〇小友さん 

そうなんですよ、そっちはやりたいし、やれるなっていうのはあるんですけど、その、書いたんですけ

ど。小学生、その丑田さんは、その前に前段として、こう、学校といろいろ連携してやったじゃないです

か。私立より公立の小学校に突然「僕らこんなことやるから、一緒に遊ぼうよ」って言ったところで、怪し

がられるんじゃないかっていう。どう、その人とかに怪しくなく、むしろ一緒に遊ぼうってなるのかなって

思っているので聞きたいところです。 

 

〇青木さん 

どうでしょうか。 

 

〇丑田さん 
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あの、多分僕自身がまだ怪しいやつのままで、なんていうんですかね、その、中央集権的に誰か、リーダ

ーシップを発揮しすぎない感みたいなのって、自律分散的に表されるんですけど、それが結構大事だなとい

うのは、特にその教育とか、遊びの環境作り、の上では結構大事だなと思っていて。僕がリーダーシップ的

に、こんなことあったらいいよねってもちろんあるんですけど、もっと遊び場に遊びに来てくださいみたい

なものって宣伝とか、小学校、なんていうんですかね、自分がイベントめっちゃ打つっていうのはあんまり

やっていなくて。最初に一緒に作ってくれた仲間たちっていうのが、さっきの朝市を、日曜市をやっていこ

うよっていう女性たちだったりだとか、あとは、子供が、自分の子供も学校に通っているので、その同級生

のパパ友、ママ友、飲み仲間とか、なんかそのあたりがわりと誘ってくれる。まぁ、子供って友達勝手に誘

ってきたりするので、大人があそこの遊び場いったほうがいいよっていうと逆に来なくなるみたいな。 

 

〇青木さん 

子供同士。 

 

〇丑田さん 

勝手に誘い合って、来るっていうほうが多分自然ではあるとは思うんですけど。あとはだれか一人が、管

理しているというよりは、伏線的にいろんな窓口があってそれぞれがボランティアで来てもらったりしてく

れるお母さんたちの子供は、とりあえず学校終わったら遊び場に来るようになったり、行っとけばその友達

コミュニティが来たりとかしますし、そんな感じで、じわじわだと思います。 

 

〇西村さん 

さっき聞いたら、自分の子供も友達から入ってくるみたいな。 

 

〇丑田さん 

最初はそうですね。家じゃなくてあそこに帰ってると仲良しグループみたいなのは来るんですけど、子供

たちの世界って、また難しいじゃないですか。小3とか小4になってくると。あの子いるとあそこ行きたくな

い、とか。 

 

〇青木さん 

あるよ、あるある。 

 

〇丑田さん 

そういうのは、そういうもんだと思って。無理になんだか誰かがコントロールはしていない。 

 

〇青木さん 

ただの遊び場だけで閉じてないんで、周りの公園とかも、使ってるわけだよね。で、ぐるぐる回ってたり

もするんでしょう？ 

 

〇丑田さん 

あ、そうですね、街を回遊する、あふれ出るというかどうかっていうのはすごく大事で。空き地で、去年

からかな、一昨年か、甲子園で秋田の金足農業高校がすごいブレイクしてですね、野球がめちゃめちゃ流行

ってるんですよ。空き地でさっきの写真みたいにね、あの、野球やってる小学生めっちゃ増えてるんですけ

ど。そういうまちに見えるようになってくると、また同級生たちが「なんだ、なんか楽しそうだな」ってな

ってきてくれたりとか、っていうそういうのはあるかもしれないですね。 

でも一時期、危機があってですね、通りで、まちの通り沿いで遊んでて、ボールとかバンッて出てくるじ

ゃないですか、そうすると車からしたら、なんか危ねぇぞと。子供が勝手になんかまちの敷地を占拠してる

ぞみたいなのが密告したらしくて、役場って対応せざるを得ないのか、立ち入り禁止です、みたいな、黄色

いテープみたいなのを張ってる時があったんですけど、商店街の心あるおじさま方が、「お前らそんな大人
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げないことしてるな。俺たちも昔使ってたから、見守ってお互い気を付ければいいじゃないか」みたいなの

で、今はグレーゾーン、グレーなままでいる。逆にそこをなんか、役場がここは公式な遊び場ですとかって

言い始めると、また気持ち悪くなっちゃう。「それいいんか」ってなっちゃうんで、グレーはグレーのまま

許容できるっていうのが、ある意味地域のコミュニティがあることのパワーなのかなっていうのは思いまし

た。 

 

〇西村さん 

ある意味、わいわいコンテナもすごく小学校につなぐ起点になってるんですよ。あれちょっと公共性があ

るじゃないですか。だからあそこのスタッフの人とかに、「子供とかお母さん集めたいんだけど」っていう

とすごい伝わるんですよ。今や。だから、公共っていうと信じてもらえる。中途半端な環境になってるのが

わいわいコンテナっていうか、公共を持ってる。公共施設ではないけれど。 

 

〇丑田さん 

あと、動線が日常にあるっていうのがすごい大事で。うちの町でいうと朝市の通りの一番端っこにあっ

て、住宅地がその通りのエリアにあるので、子供が、要は学校帰りに寄れるとか、親がわざわざ車で送らな

いと来れないところにあるとまたちょっと違った使い方になってくると思うんですけど、日常動線にある

と、たぶん子供たちていうのは、自然と集まったりとか、集まらなかったり、日によってばらつきもあるん

ですけど、そういう中に溶け込んでいくっていうのはあると思います。 

 

〇青木さん 

伊藤直樹さんの「ちょっと背伸びした遊び」とか「アグレッシブな遊び」とか「体を動かす遊び」暮らし

に取り入れたいってありますけど。どんな遊びを？ 

 

〇伊藤直樹さん 

あの、なんていうのかな、具体的にこれっていうのでもないんですけど、なかなか、スーパーとか、そう

いうところで、絵に入れるものではない、コーヒーとかおいしいものとかね、そういったものを楽しめる場

所があると、まぁ広い意味での遊び、街で遊ぶ、大人も遊ぶ子供も遊ぶみたいなことなのかなって、いうの

を想像して書いたということです。 

 

〇青木さん 

なるほど。あの、ただの五城目、遊び場五城目は本当に危ないんですよ。あの、中央広場のあれぐらいじ

ゃない、すごい高いところまでクライミングできるし、本当よく落ちてないなとか。上からみんな見てる

し、でみんななんか綱渡りみたいなことしてるし、でも事故起きない？ 

 

〇丑田さん 

あの、プチ事故は起きますね。でも死に至るような、例えばものすごい突起があって刺さったら死ぬと

か、落ちたらもう絶対やばいとかていうのはないですね。壁もボルダリングの壁高いんですけど、一応ボル

ダリング協会の規定で、高さと、あとマットの深さと幅っていうのがある程度、安全基準ていうのがあっ

て、あのあたりくらいまでは守ろうみたいなところがベースとしてはあったりとか、窓をガーンって、墜落

しないような補助みたいなところをつくるとかは、やばいところはあるんですけど、それ以外は危険で、梁

の上で遊ぶんで、梁ってあるじゃないですか。上って子供たち好きなんで、まぁ下にマットがちょこっとあ

る状態なんでそこに落ちるやつとか、打撲するようなのはいますけどね。 

 

〇西村さん 

あの狭い中にブランコついてたもんね。 

 

〇丑田さん 
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ブランコ、なんかドラロープ持ってきたやついて、ブランコを梁にくくって、あれとかも多分公共でやる

と、ねじれて締め付けられてって、ちょっと危険性は否めない。 

 

〇青木さん 

今たまたまやってた方ちょっとお休みでいないんだけど、隣にカフェがあるんだよね。 

 

〇丑田さん 

今週オープンします。産休中で、数か月やってなかったですけど。 

 

〇青木さん 

そこが併設されてることに価値があって、わいわいやってるとこの隣壁一枚がカフェになっていて、お母

さんたちがそこにたくさんいて、いつ何があってもすぐにお母さんがバッって出てくるし。 

 

〇西村さん 

行った時も中にいっぱい遊んでんだけど、お母さんたちが必死になってこう、見てて。なんかお母さんが

まちのなかにいっぱいいるみたいな絵になってるんだよね、あそこ。 

 

〇青木さん 

そんなに広すぎない空間なのがいいよね。目が届くっていうのがあって。だからその、なんだろう、苦情

を言うというよりはお母さんたちもコミットして当事者になってくっていう。さっきのそのギフト経済みた

いなのも言ってたけど、お金もらってる関係でもないし、まぁ、自分たちのその場所が、居させたかったら

ちゃんと見てようねっていう、屋根がある、ちゃんとこう、マナーのある公園っていう感じが、一番大事な

んじゃないかなって。そうするとある程度危険を自分たちで考えて、学んでやってくっていうこともできる

し。このへん、ぜひ平賀さん、ガッツさん。子育て世代として、どうですか。ああいうの。 

 

〇平賀恒樹さん 

僕は、子育て頑張ってきた自信あるんですけど、うん。実際、自由に学校周りに遊べる空間があるのっ

て、今もちょっと話してたんですけど、すごい良いなと思っていて、学童にわざわざ預けなくても、安心し

て遊ばせられるとかそういう場所必要だなって今、思ってますし、そういうの関わりたいなとは思いますけ

どね。 

 

〇青木さん 

ただの育て場みたいなのね。農家として、まちなかで畑をやって、子供たちがただただ育てるみたいな

ね、ことを見守るとかね。 

 

〇平賀恒樹さん 

子供とは本当、やってみたいですよね。売るとこまでもっていきたい。それ、お母さんたちが買えると

か、そういうのできたらいいですよね。 

 

〇青木さん 

あと、ガッツさんはあれですよ、西村さんの話に影響受けて、ウォーカブルにしたくなる街じゃないとっ

ていうことで、「普段使い出来る道路なり広場、無理しない日常、自分で使ってみたい」って。どうです

か、マルカンと広場の間で、１ｍ何か野菜をとにかく持ってきて、売ってみる。まぁマルカン側は中で野菜

売ってますけど。 

 

〇平賀恒樹さん 

まぁマルカンの中にも、野菜、僕、今野菜思ったより作れてないんですよ。まずはそこ頑張らなきゃいけ
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ないんですけど、農家仲間いっぱいいますし、自分も今年は野菜生産を頑張りつつ、マルカンの一階では加

工品も販売させてもらってますし、ぜひ、そういう、歩道を自由に使ってやってみたいですし、まぁそこで

コーヒー淹れたりとかもしてみたいですし。普通にやれたらいいなって思いますね。 

 

〇西村さん 

やっぱりあれですね、なんかこう、かっこいいじゃないですか。話聞いてると。まちなかで、にかっこい

い大人っていましたよね、昔。あの先輩みたいになりたいみたいな。そういう大人がいっぱい居るっていう

まちになることと、そこに子供がいて、あこがれの大人がいる花巻で、俺もやりてぇんだみたいな、大人に

なっていくっていう状況を、作っていかないと。なんか、全国どこにでもあるモールじゃあ育たないと思う

んですよね。今やっぱりこう、俺は野菜作り頑張んなきゃっていうことを言ってる感じが、すごいいいじゃ

ないですか。そういう大人たちが集まってる街になってると、子供がいかに安全に居れるかていう状況をど

う整えるかっていうことを、コンパクトなイベントを集中的にやれば、あっという間になりますよね。 

 

〇青木さん 

うん、広場の一角でやりたいくらいですよね。あの、なんかですね、無理しない日常っていうキーワード

が刺さりまくった方が多分、結構多い気がします。多分、無理してるんですよ。 

 

〇西村さん 

疲れてるんですよ、イベントで。 

 

〇青木さん 

特にイベントで疲れてる二人が今目の前に座ってるんですけど。ねぇ、広場を一生懸命こう活用して、い

ろんな風景見せてくれてるBonDのお二人ちょっとどうでしょう。清水頭さん。 

 

〇清水頭聖子さん 

はい、今日、お二人の話を聞いて、とても共感する部分と、あぁ、これからこうじゃなきゃいけないんだ

なっていう思う部分がすごい感じました。っていうのは、一回目のリノベーションスクールで、2017年、そ

の時から広場に関わってきたんですけれども、まだ、オープンしたのが去年の夏なので、短い期間で成果を

出さなきゃならないってことにすごいこう市民からも役所からも言われて、疲れ果ててるのが事実です。 

マルカン前の通りの道路の使い方っていうのもやっぱり1回目のリノベーションスクールの時に課題にな

りましたし、この広場の脇に建物を建てて、ママ達が集い、子供たちを見守りっていうのも、構想として、

夢を見てやったんですけども果たして本当にここの広場に人が集まるのか、あの上町通りに人通りがあるの

かっていう不安のほうが、先にあって何もできてないなぁって、今日思いながら聞いてました。すごいイベ

ントにプレーヤーとして、やるのはすごい疲れ果てているので、違うやり方で盛り上げていきたいなってい

うのは、今年、今後の私たちのやりたいことの一つとなっています。 

  

〇高橋久美子さん 

清水頭さんが言った通りで。イベントをやろうと思って、リノベーションスクールの1回目か、サブユニ

になったんですけど。なのでそこからどっぷりイベント続きで、あの、嫌いなわけではないんですけど、や

っぱりその、無理をしなければならない。根を詰めて3か月くらいは何の仕事よりもまずイベントみたい

な。そうやって成り立ってる現状っていうのがいつまで続くのかなぁって思うと、やっぱりそうじゃなく

て。日常のあの、特別ではなくて、日々のことをやらなければいけない、いけないというか、そうであって

初めて生活が成り立つってことだと思うんですね。今年はそういうところに取り組んでいきたいなというと

ころがあります。 

 

〇青木さん 

成長広場みたいなのは目指す世界としてはいいかもしれないですね。マルカンの脇、幅１ｍを広場として
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やってこうみたいな感じでして、例えば社会実験として１ｍ、日にち決めて丑田さんみたいに、月に一回と

か。遠いけど。その日はハードルをぐっと下げて、出てくることができるようにするっていう。 

 

〇高橋久美子さん 

１ｍの朝市っていうのは、本当にいい。あとは役所と警察だけかなと。 

 

〇西村さん 

まぁでも、テープ張るだけですからね。テープ。 

 

〇青木さん 

テープ張って区分けして。時間少なくするのもいいかもしれませんね。 

 

〇西村さん 

そうですね。 

 

〇青木さん 

朝市とか。 

 

〇西村さん 

とにかく沿道に出てくるっていうことをルールにして、テープを張っていいですよっていう状況が作れれ

ば、運営することあまりないんですよ。まずあるもののなかから１ｍ、数で勝負するから辛くなりますよ

ね。何店舗でたか。そうじゃない。評価軸を、行政とかと話をして、何が成果かをきちんと整理したほうが

いいと思っていて、何人来たかとか、売上いくらだとか、数がどんだけ来たんだみたいな評価軸になるか

ら、つらくなっちゃうんですよね。 

 

〇青木さん 

なんだっけ、ワイン、ワインディケーター？ 

 

〇西村さん 

ワインディケーター。 

 

〇青木さん 

ソフトクリーミンディケーター。みたいな。何本ソフトクリーム売れたかみたいな。 

 

〇清水頭聖子さん 

あの、あそこの川の脇で、あたしたち、あのプロムナードの脇で、イベントを打ったんですけど、その時

のネックがやっぱり市と警察で、道路占用許可を取らなきゃいけない、ちょっとしたスペースでも使用料払

わなきゃいけない、その時はちょっとしたことだったんで頑張れたんですけど、それがこの通りとかになっ

てくるとなかなか大変で。それが役所的にも「うーん、なかなかねぇ」って、「あっ絶対無理」って言葉で

ガーって来ると、あたしたちもやっぱりこう、あぁやっぱり無理なんだねって、みたいな感じになるので、

そこをどうにかクリアしたいねっていうので、このエリアリノベーション、に参加して、役所の方たちをこ

う突っついてやってるんですけども、多分、この賑わいを通りを、あぁ賑わいの言葉はダメですね、ハイ。

日常？日常化するのは、まだちょっと時間かかるのかなって。やっと今、始まったところかなって、思うの

で、いろいろ話を参考に、やっていければなぁって。 

 

〇青木さん 

でもほら、始め駐車場のさ、外に出ないで中にいたじゃないですか。はじめ中ですよね？ 



32 

 

 

 

〇西村さん 

中です。 

 

〇青木さん 

フェンス一本取っただけの。接道してる、店舗とか空き空間のオーナーさんと協力してくれて、まずは中

でやるんだよね。それが外に出てくるっていう状況を、作っていくっていう。 

 

〇清水頭聖子さん 

駐車場の活用はちょっと、元々相談しながら、何かできるなぁっていうのはちょっと、見えました。 

 

〇西村さん 

結構無駄が多いんですよ、駐車場って。ピッタリ駐車する形にあってないから、ロスがあるので、それを

ちゃんと整理すると、沿道の１ｍ、２ｍは結構空きますよ。 

 

〇青木さん 

あの、会場の方からもですね、道路をもっと自由に使いたいていうのがですね、佐藤さん。佐藤さん、ス

トリートバスケットボール大会をやりたい。佐藤さんどちらにいらっしゃいますでしょう。帰っちゃった？

書いて帰っちゃった？ああそう。スケボーやりたいしね、小友さんは。 

 

〇西村さん 

でもあれですよね、あの、今構想作ってるわけですから、あの通りをどういう風な方法で、活用していく

とか、どういう方に向けていくっていうのはちゃんと入れて、ちゃんと政策にすることですよね。 

 

〇青木さん 

そうですね、ポイントは。 

 

〇西村さん 

だからここで市民主導で作ったものは、市民主導のまま終わっておくと、多分行政は市民が作ったものだ

っておかれちゃうんだけど、ここで作ったものを行政的にちゃんと位置付けて、政策にするっていうところ

まで、純ちゃんが面倒見なきゃいけないっていうことだと思いますけど。 

 

〇青木さん 

そうですね。歩く習慣をつけるっていうのはすごく大事だったなとおもって、ハード整備すればいいよっ

ていう話ではなくて、まず歩きたくなる環境整備だったら、公共交通も利用する。多分今の花巻の公共交

通、循環バスもあると思うんですけど、あれ、みんな乗ってますかっていう話ですよね。乗らない？ 

 

〇清水頭聖子さん 

あの、利用したくても、できない環境が花巻にはあって。 

 

〇青木さん 

なんと。 

 

〇清水頭さん 

あの、花巻温泉の方の方って結構年配の方、お年寄りの方が多いんですけど、まちまでに、ヨーカドーに

来るまでに、バスに乗らなきゃない、タクシーで来なきゃない。そのバスも岩手県交通なので交通費が往復
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買い物に来るだけで、病院に来るだけで、往復3000円以上かかるんです。 

 

〇西村さん 

高いね。 

 

〇清水頭聖子さん 

バス代、結構高いですし、盛岡みたいなでんでんむし号100円バスみたいなのあるんですけど、あれも結

構めんどうっていう声もありつつ、乗りなれれば結構年配の方でも普通に使ってるので羨ましいよねってい

う話は年配の方の声です。やっぱりそれくらい交通費がかかるとなると、買い物には行かない、病院も行き

たいけれどあまりっていう声は、花巻温泉とか、東和、大迫の遠くの方たちは多いです。 

 

〇青木さん 

なんかその、会場の岡田さんからも公共整備、公共交通の不備だったりだとか、車社会を何とかこう、あ

ることを変えていかなきゃっていう声もあるんですね。公共交通、今、でも、実際使いづらいって言って

も、使いやすい方に変えてこうっていうのを政策の中で一緒に考えていこうみたいなのを、純粋に大事です

よね。もっと利用しやすい環境を作ろうみたいな、そんなことが一つの呼び水になるかもしれないし、車も

減らすまちなかからっていうきっかけにもなるかもしれないし。 

 

〇西村さん 

多分これから自動運転とかになると、経営をすごく、あの初期投資はすごくかかるんですけど、人件費が

かからなくなるので公共交通って使いやすくなるはずなんですね。それをみこして、どのルートを走らせて

いけばいいのかを少しずつ実験していけば良いとか、そこにタクシー会社と連動するとか、そういうことを

考えて、車じゃないオルタナティブの、公共交通の手段っていうのを埋め込んでいくていうのを、今から練

習しておいた方がいいかもしれないね。時間かかるので。 

 

〇青木さん 

そうですね。あの、低未利用なのであれば、ちょっとその何台かを、実験的に違う使い方を検証するもの

として使ってみてもいいですよね。やり方を変えてみる、で夜にちょっとこう、利用自体が少ない時間帯

で、いろんな社会実験をやってみるっていう、今あるもので。で人の流れを変えてみるっていうのを。あの

いきなりハード整備にお金かけられたり、新たなものを作り直せないので、あるものを活用することで、実

現してみるっていうことはいいかもしれませんね。 

えっと、「まず始める社会実験」っていうことを掲げていただいた岡崎さん。盛岡市の話も出ましたけ

ど。盛岡の公園とかこうだったとかってあったりしますか。「自分にしかできない学校を作りたい」って。 

 

〇岡崎正信 

丑田さんの活動はずっと前から。まぁNHKでよく奥さんと共演して、クロースアップ現代で。その時に、

丑田夫婦の活動を知って、すごい夫婦だなって思ってみてたんですよね。で結局これって教育ですよね。あ

の、教育が不動産の価値にダイレクトに響くって最近思ってて、それと合わせて年末に神山町ってあるじゃ

ないですか、徳島の小水内さんと話したんですけど、今度高専作るって。50人の定員に500人来たって。信

じられないって言ってましたね。つまり、従来の枠組みの学校教育っていうのにあんまり魅力感じない人が

すごく増えてきたっていうことを考えると、不登校っていうなんかネガティブなイメージがあったんですけ

ど、不登校ってかっこいいねって思うようになってきて。そういう場を我々プレーヤーがつくってあげた

ら、作ってるこっちが楽しくなるのかな気がしてます。なので、公共空間で、授業できればいいなってい

う。あの、イタリアの古い大学ってあるじゃないですか、最近ボローニャとかバトバ大学とか800年とか900

年とかの歴史があるんですよ。最初、教室っていうか学校ってなかったんですよね、町中の広場とか協会の

前とかそこがいわゆる教室だったっていう。という話をきいて確かにそうだなって思って、学校教育法って

いうものがあって、学校教育施設法か、っていうのがあって、あれで決まってんだよね、スペックがね。あ
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れにとらわれない形のね、地域に支えられる教育っていうのができるんじゃないかなって、今日二人の話聞

いてて思いましたね。公共空間の活用を勝手に考えてやってるっていう感じがよかったですね。 

 

〇青木さん 

今日ですね、ちょうど一般の方で、ヤングさんていう教会の方がいらっしゃって。今日の話とリンクする

教会っていうのも、何かこうやってみたいなっていう今までの話を踏まえて何かあればお話しいただけれ

ば。 

 

〇ヤング・ピーターさん 

みなさんこんにちは、ヤングです。桜台にある、教会ですけど。これから建てようと本年、来年中でも協

会建てられるかなと思って。その前は街に開けたところで、あまり扉を閉めないような、いつでも入れるよ

うな青年の場みたいな、環境で作りたいと願ってます。町の中心ではないんですね。線路より西の地区、私

の近くも都市化してますので、そうなるとは思いますけど、教会も、やはりコミュニティを作ることになる

のではないかと本当に願って進んでまいります。 

 

〇青木さん 

ありがとうございます。あの、結構やっぱりアンケートや皆さんの中には公園とか遊び場とか、コミュニ

ティの言葉がすごく多くて。子供の遊び場、コミュニティ。そこに対するみなさんの思いは強いんだなと。

特に今回の二人の話がそれを言いたくなるような話だったというか、西村さんのね、ベーグル屋さんの話だ

ったりとかね、そんな広くないですもんね、本当にね。建築としてはそんなに大きくないものと、しかも自

分で設計もしてませんよね、今回ね。 

 

〇西村さん 

してない。 

 

〇青木さん 

だけど、一番いい仕事だったっていう。中に座って外を見たときに、屋外の空間を見たときに。それで佐

賀もそんなに暑くない、夏は暑いだろうけど、夏はこっちも暑いから、冬そんなに寒くないですよね。 

 

〇西村さん 

寒いですよ、日本海側なんで。 

 

〇青木さん 

土屋さんあたりからも、花巻の外を歩かせるって大変だと思うけど、寒いけど大丈夫みたいなのあると思

うけど、冬場とかどうなんですか？ 

 

〇西村さん 

いや、その、それなりですよ。そんなに、申し訳ない、あれはオープンした日にあんだけ人がいたんです

けど、日常的にはそんなにいないですよ。歩いてる人はいますけど、でもあんなにたくさんいなくてもいい

と思っていて。なんかみんながさっきのサッカーみたいに、幸せそうに暮らしてれば、それはそれで価値が

あるし、なんかそういう人がたくさん来るってことを目指すと結構つらくなる。そういうことでじゃなくて

いいかなと。どっちかっていうと、やってる人たちが楽しいって感じはありますよね。だから、やりたいっ

ていう人が集まってくる。そういう意味でいうと、昔の物販だった商店街が、今IT系の人が仕事する場所に

なってたり、カフェは一軒ありますけど、カメラマンの写真スタジオになってたり、そういう系の人が混在

して増えていくようになりましたよね。でもそれ物販じゃないですけども、そういう人たちが仕事場として

くるだけで、そこに遊びに来る人だっているし、そういう人たちも自動的にいますから。なんか違うまちの

使い方っていうか、を目指していくといいのかなって。いう風に思いますね。 
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〇青木さん 

あの、まぁちょっと本当はもっとやりたいんですけど、時間が定刻になりまして、予定をちょっとオーバ

ーしてるのでちょっとまとめたいですけど、あの、今日のお二人の話と、委員の皆さんとの前段のバスツア

ーや会議なんかも踏まえて考えると、やっぱりこう、もう一度まちを見つめなおす視点って大事だなってい

うのと、その、まちに人を呼び込むための機能というか、必要な要素をちゃんと定義して、それをまちなか

にどう作っていくのかみたいな、ことを戦略的に考えていかないとまちに人はまず戻ってこないかなと。 

で、いきなりハード整備して道路広げるとかではなく、人が集まってきてその状況を作ったうえで、それ

をよりよくするためにはどうしたらいいのかっていうみたいな議論をしたときに警察との壁は少しは薄まる

のかなぁみたいな、立場を超えてですね。実際に警察の皆さんにもお子さんいらっしゃるんですし、みたい

なことになってきて。 

やっぱり状況がないのにほしいことを言っていてもなかなか、いやぁそれはできるかもしれないけどやっ

ぱりできないみたいな話になっちゃうのは僕もすごい経験しているので、それが大事だなと思いました。あ

と、半径200ｍ直径400mとか、人が歩く距離感に集中的に連鎖的に戦略をかけていくっていうそれがある程

度花巻の場合は、今もう兆しも出ているエリアを、まず二つあるわけなんで、そのエリアを徹底的にやりな

がらオーバーラップしていく、みたいな戦略を考えていくのもずーっと考えてきているけども、改めてそれ

ごとの戦略をもうちょっと深く、線状の広場化だったり、１ｍの社会実験だったりとか、あと道路を使うっ

てこともそうだし、遊びを作るっていうのもそうだし、あと地域の皆さんとの関わりをどう作っていくかみ

たいなことも大事じゃないか。あとプロムナードですね。つないでいく意味での。やっぱりもう一歩踏み込

んだことをやってもいいんじゃないかって。 

で、最終的にやっぱり、ここにいらっしゃる皆さんが、無理のない日常を過ごせる状態。持続できる状態

っていうためにも、こうやって立ち上がって来られてる方だけじゃなくて、それを聞いた人たち、例えばこ

ういう構想だったり一つのアウトプットを見た人たちが、自分たちも参加したいなってニーズになるものが

必要なんじゃないかっていうのが、改めて出てきたんじゃないかって思います。 

まだ構想策定は来年度にも続くので、今年度で結論が出るわけではないですが、このメンバーの座長の長

井副市長が、インプットの年という風におっしゃった年度であったなということだと思いますので。これを

花巻らしく。冒頭に言いましたけど、リノベーションまちづくり構想っていう言葉を使わない。あくまでタ

イトルであるんで。早くですね、課題が、ここで考えているコンセプトって何なんだろうなていうのが、タ

イトルみたいなのが、早くつくといいなという感じしますね。もっと届きやすい、わかりやすい言葉で。と

いうのをここにいらっしゃる委員の皆さんだけじゃなくて、ぜひ考えていただいて、お寄せいただけると立

体的になっていいんじゃないかなと、思いました。 

最後は長井副市長からお願いします。 

 

〇長井副市長 

長丁場お疲れさまでした。今日お二人のお話聞いて、まぁいろんな論点あったのかなぁって思いますけ

ど、個人的にキーワードだなと思ったのは「遊び」かなぁと。で、この遊びっていうのは、まさに子供達が

遊ぶプレイの遊びもそうだけれども、まぁちょっとした曖昧な部分とか、ちょっとした余白、バッファ的な

意味での遊び、そういう意味も含めて遊びがキーワードだったかなぁという風に思います。 

特に行政としては、なかなか遊びっていうのは難しい面もあるんですけど、行政とかまちづくりをしてい

く中での遊びをどう許容していけるかっていうのが、どこまで許容していけるのかっていうところ、そこに

どんな制度や仕組みを作るのか、そういったことも一つポイントになるのかなぁと思いましたし、ちょうど

教育の話も出ましたけど、長引かないように話したいと思いますけど、一つだけ言うと、大学とか一つとっ

てみても、ヨーロッパの大学とかでも大学があって、そのあとに近代国家ができた。日本は逆で、近代国家

ができて、その近代国家の中で大学ができた。そういう意味で、少しこう統制的なんですよね。なので、ど

うしても教育分野一つとってみても、少し遊びを許さないようなそういった制度設計になっている。行政は

そういうの多いと思うんですけど。来年度、構想策定色々やっていきますけど、そういった遊びの部分のほ

うをどういう風に許容していけるのか、それは行政としてもそうだし、そのエリアに今住んでらっしゃる地
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域の方々もどこまで遊べるかっていうことをしていけるのか、そこが一つポイントなのかなぁと聞いており

ました。 

大変長い時間で皆さんお腹も空いてきたかもしれませんけども、大変いいインプット、そしてディスカッ

ションできたかなぁと思います。本日はどうもありがとうございました。 

 

〇菊池 

はい、みなさん、長い時間大変お疲れさまでした。これを持ちまして、令和元年度花巻市リノベーションま

ちづくり構想策定委員会第2回公開会議を終了させていただきます。お疲れさまでした。 

 

 

会議終了 

 


